


「/**	4EEDs」は、
ிのօ༷にެքやۀ࢈立ใֶ研究ॴ（/**）の研究成Ռをࠃ

。用いただくことを目తにしています׆同研究や技術૬ஊのテーマ୳しにڞ
֤シーズは୲研究ऀ一人のレϙートࣜܗとなっています。

、いたしましたおい合わせ先ࡌهにه体のօ༷は、Լ࣏ɾ自ۀاたれた࣋ຯをڵ͝
。研究ઓུࣨまで͝࿈བྷください	立ใֶ研究ॴࠃ

研究ऀとの໘ஊや、ֶ࢈࿈携׆動ϓログラムの͝հなど、
の機会を͝なるใަߋ ఏҊいたします。

ͱֶۀ࢈ ज़の࿈͕ܞɺ
৽たͳະདྷՁのきっかけを࡞Γ·͢
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/**がఏҊするֶ࢈࿈携
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 ͡ Ί ʹ

応用の可能ੑをൿめたใֶの研究最ۀ࢈、立ใֶ研究ॴ（ҎԼ、/**）ではࠃ
લઢを͝ հするため、「/**	4EEDs」をൃ行しています。ຊも、新たな研究ਐ
や成Ռをܧଓతにൃ信することで、ۀ࢈քやެிのօ༷と/**とのイノϕーシϣン
を目指した࿈携のܖ機となることをئい、��1�൛「/**	4EEDsʙ࣌を༂ਐする
/**研究ऀによる研究シーズ集��1�」をൃ行いたします。
	

近、ࣾ会త՝のղܾにͭながるຊൃのイノϕーシϣン出のॏ要ੑがڣばれ、
େֶやֶ術機関においてもࣾ 会ݙߩやۀ࢈化にͭながる研究։ൃ׆動が強く期され
ています。/**では、期తࢹに立ったૅج研究ばかりでなく、ࣾ会՝のղܾを目
指した実ફతな研究やֶ術Ϣーβーけのใج൫技術の։ もൃ実ࢪしており、新た
なイノϕーシϣンのシーズとなるૉࡐもগなくないとߟえております。これを౿まえ、研
究成Ռをࣾ会実やۀ࢈応用に݁ͼͭける機会をઃけることで、ۀاのօ と༷の࿈携
によるイノϕーシϣンを目指した׆動のੑ׆化、研究成Ռのࣾ会のؐݩに取り組Ή
ॴ存で り͋ます。
	

事ۀやࣾ会のために技術をར用されるۀ࢈քやެிのօ༷に、ใֶ研究ऀ
の׆動をっていただき、その研究成Ռやۀ࢈応用の可能ੑを͝ 理ղいただくことが、
/**がイノϕーシϣン出にけてݙߩするためのୈ一าで͋ると認識しています。「/**	
4EEDs」に目をཹめていただくことで、օ༷に/**の研究׆動にڵຯを࣋っていただき、
、機に、͋るいはܖ同研究や技術૬ஊを通じたύートφーシοϓを作り出すためのڞ
ֶ術քのํには/**とのڞ同研究のύートφー୳しに、立てていただければいです。
これらのύートφーシοϓをݩに、օ と༷ڞにイノϕーシϣン出、ࣾ会త՝のղܾ
とͭ なげていきたいとߟえております。

立ใֶ研究ॴ　෭ॴࠃ

૬ᖒ	জࢠ

012017
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ϑΝΫγϛϦをࡍࠃԽ͠ たཱऀのҰਓɻ
ใֶをࣾձʹؐݩ る͢の͕ࠓのඪ

		「มわった༡ͼをしている༑人がいましてͶ。コンピϡー
ターがຖ、ޒɾࣣɾޒのݴ༿を適に選んでදࣔする。
にはなんとなくҙຯがͭながるのか、h࣌ ͋、໘നいのがで
きた なɦんてتんでいる。ෆ思議ですよͶ。コンピϡーター
は֬かにആ۟をͭくれるけど、ͭくったആ۟を໘നいとײ
じることはないでしΐう。どれもه号にա͗ないわけです
から。໘നいと思うのはやはり人間だけですよͶ」
　そうޠるીࠜొݪは、/**の中を୲うॏで͋り、1���
のࣾެిిچに在੶していたࠒからใֶの研究に取
り組みଓけてきた。フΝクシϛリの実用化とࡍࠃඪ४化を
成しげた。ࠓでこそグーグルなどのถࠃがใ通信の
ϔήモニーをѲっているが、この࣌のใ通信の中心は
間ҧいなくຊだった。
		「フΝクシϛリはもともとアϝリΧのൃ໌ですが、ࡍࠃత

にීٴさせたのはຊでした。೦ながら、そのうちにイ
ンターωοトでٯసされてしまいましたが」
　ධՁが分かれるຊのバブル期だが、ใ通信分では
フΝクシϛリが࣌をࢧえたのは間ҧいないだΖう。
　ીࠜݪはインターωοトのᴈ໌期からその後の目ま͙る
しいਐ化をͭݟめ、ຊのωοトۀքをアΧσϛοクな立
からけんҾしてきた。もちΖん、新しい֓೦やシステム
を取り入れることにもੵۃతで、いいものは先してࣾ会
に生かそうとしている。
		「最近はҬ࠶生にใֶを生かすことをߟえています。
自࣏体、ݩのۀا、େֶがͭ࣋ใをڞ༗することで、
ർฐしたํࢢのインフラづくりをαϙートできるので
はないかと」
　શࠃのେֶとνϟωルが͋る/**だからこそఏҊできる、
スέールとઆಘ力の͋る֗づくりのࢼみといえる。

S o n e h a r a  N o b o r u

*P5Ͱूੵ͞ ΕたใをಡΈղきɺ
っͱχοϙϯをؾݩʹ͢ る
かͭてੈքのใ通信を੮רしていたຊが、ถࠃの後ਖをഈした。
その推Ҡを目のたりにしたॏは、他なら͵ωοトの力を使ってこのࠃのに取り組んでいる。

R e s e a r c h e r  f i l e  n o . 1

02 2017
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Ҭ࠶ੜɺࠃཱޫ؍のਪਐɻ
֞ࠜを͑ たใ࿈ޮ͕ܞՌత

Φフはゴルフのଧ
ちっͺなし、また
ߖ事のଉൈきに
पลのウォーΩンډ
グをしている。

ીࠜొ�ݪ
国立情報学研究所　
客員教授・名誉教授

S o n e h a r a  N o b o r u

*P5Ͱूੵ͞ ΕたใをಡΈղきɺ
っͱχοϙϯをؾݩʹ͢ る

　またが推ਐするインバウンドޫ؍に、最近られる
ようになった*o5（*nteSnet	oG	5hinHs、人の動きやモノの
状ଶをܭଌできる技術）が༗ޮだという。
		「例えば来した֎ࠃ人٬ޫ؍が事લにΦϓトインした
Wi�Fiを使えば、ޫ؍での動きを୧ることができます。ࠃ
やੑ別、ྸなどのଐੑが分かると、ޫ؍にとって非常
に༗ӹなใとなります。また一ͭのޫ؍でも自࣏体、
॓、会ڠޫ؍ ധࢪઃ、ަ 通機関それͧれに֞ࠜが͋りますが、
ใでԣ۲にͭな͙ことで、一ͭのϓラοトフォームがで
きると思います。ใにはしがらみがないですからͶ」
　ીࠜݪによれば、ຊ人の技術力は高いものの、ۀىҙ
識がܽけているがؾになるそうだ。׳शにとらわれͣ、
どんどん新しいことにઓして΄しい。そしてそのために、
自らが携わるใをੵۃతに׆用して΄しいとޠる。

1���からຊి信ిެࣾでフΝクシϛリ通信の研究ɾ実用化を手ֻけ、
����/55αイバースϖース研究ॴϝσΟア生成研究෦にब。
����にࠃ立ใֶ研究ॴڭतとなり、その後ใࣾ会૬関研究ओװをめる。
セコム、近మ、ウェルωοト、ソフトバンクなどのຽ間ۀاと組んだビοグϓロδェクトを୲。
/55ࣾදজ、ใจ化ֶ会、ࡍࠃ会議จをड。

		「いΖいΖΩϟリアをॏͶてきましたから、これからは特
に人がتͿ事をਐんでしていきたいですͶ」
　ใの先ऀۦは、ࠓもࢲたちのࣾ会のະ来をࣔࠦしてく
れる。

032017
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Ͱ։ൃ͠ࡀ�� たιϑτ͕
ଟ͘ のਓʹ っཱたの͕ݪମݧ

がコンピϡーターのັ力に取りͭかれたきっかݑຊ一ࡔ　
けはロールϓレイングήームだった。1���らしく、ド
ラゴンクΤスト。そのうち自分でήームをͭくりたくなり、
中ֶߍでコンピϡーター෦を選んだ。
　入෦後は自らήームのϓログラϛングを࢝めた。ただ、
ຊにୡ成ײをຯわったのは、ެ։αイトにアοϓした自
作の圧ॖソフトを他の人が使い࢝めたときだという。࣌
まだ1ࡀ�。同じ෦׆の༑人は୭も手ֻけていなかった。
		「自分がϓログラϛングしたものを、たくさんの人がتん
で使ってくれている。うれしくてྭみになりましたͶ」
　ॳめてコンピϡーターに৮れる機会は、ますますྸ
化している。খֶ生がϓログラムを手ֻけることもしく
はない。それにͭいてࡔຊはߠ定తにଊえる。
		「事を理తにߟえられるようになります。目తにかっ

て、常に手ॱをߟえなければいけませんから、ܭ画ੑが
にきます。それに他人をઆಘする力もͭく。จܥにٻめ
られる能力がえられ、ޠࠃの成がアοϓしたという
を聞いたことも͋りますͶ」
　コンピϡーターを通じたڙࢠたちとのަྲྀもੵۃతに
行っている。最近ではスマートフォンを使ってϓログラム
をॻき、目のલのロϘοトを動かすϫークシϣοϓが人ؾ
だという。

「やはり݁Ռが目にݟえるものはڙࢠたちの応がいいです
Ͷ」
。だΖうݧきにຬちた体ڻたちにはうれしさとڙࢠ　

ҙ識が高いとۀى
いうのがपғのධ
Ձ。自ら研究අを
取ಘし、νームでϓ
ロδェクトを推ਐ。

S a k a m o t o  K a z u n o r i

ਓをֶͼʹ ੜか͢ɻ
ϓϩάϥϛϯά͕ ҭをม͑ڭ る
༮いࠒからコンピϡーターが近に͋ったੈ。
ੈքをҙ識するܖ機もϓログラϛングだった。
現在はใֶと心理ֶを༥合した研究をਐめ、ڭҭの分を新しいフェイズかわせようとしている。

R e s e a r c h e r  f i l e  n o . 2

04 2017
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ਓͰʮっͱֶ ͼたいʯͱい͏
ΈΜͳのҙཉをかきཱ るͯ

		「やるؾがなくなる理༝はだいたいみんなڞ通しています
が、やるؾが出るきっかけは人それͧれです。例えばӳޠ
をֶ΅うとするとき、΄められたいと思う人もいれば、ւ
֎行くのが目తの人もいる。ライバルにෛけたくないと
いうڝ૪心がバωになることも͋るでしΐう。それͧれに
合わせ、ҙཉを高め、ҙࢤを強く࣋てるようにࢧԉする技
術の։ൃを目指しています」
ҭソڭຊが取り組んでいるのはֶश行動をଅਐさせるࡔ　
フトウェア。いかにֶͼのҙཉをかき立て、ษֶにか
わせるか。Ϣニークなのはそれが画一తなものではなく、
個人に合わせたΧスタマイズを目ඪとしていることだ。
　現在は高ઐֶߍ、ઐֶߍ、ਐֶक़で҉ֶهशにͭ
いてフΟールド実ݧの४備をਐめている。動機を୳る心理
アンέートを行い、σータをੵみॏͶ、それをөしたス

ૣҴాେֶ理ֶ෦コンピϡータɾωοトϫークֶՊଔ、େֶӃでത࢜号取ಘ。
ソフトウェアֶ、ϓログラϛングのޠݴとڭҭを研究している。
ใ処理ֶ会	ϓログラϛングコンテストҕһ会、
ใ処理ֶ会	ソフトウェアֶ研究会ӡӦҕһ会などでҕһをめる他、
ήーム"*ϓログラϛングコンテストをओ࠻する。

ݑຊ�Ұࡔ
アーキテクチャ科学研究系　助教

S a k a m o t o  K a z u n o r i

γʔζڀݚ P.19

マートフォンのアϓリをͭくるのがͻとまͣのゴールだ。
		「୭にも自分がやりたいのにできないݪҼが͋ると思いま
す。それができるようにࢧԉする人能をͭくりたいん
です」
త。よりଟくの人に自らの技術を使っۃにもੵۀىຊはࡔ　
て΄しいとにޠる。ただし、རӹというよりも、自分
の技術がࣾ会にडけ入れられていることに手応えをײじた
いという。
　圧ॖソフトから࢝まったͻとりのগのϓログラϛング
は、ࠓもアοϓσートを܁りฦす。ڭҭというフΟールド
にブレークスルーをもたらすにҧいない。
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ਓのݸ をࣝੵ͠ ͯࣾ ձʹ ɻ༺׆
σʔλϚΠχϯάの৽͠ いྖҬ

Σϒ্ʹੵ͞ ΕたϚϧνϝσΟΞσʔλɻ
େͳࣝのๅݿから৽たͳൃݟ ͳͭ͛ る

　ຊのアニϝにເ中になっていた࣌ڙࢠから、Ϣ	イに
とってຊはಌれのࠃだった。����にಸྑঁࢠେֶେֶ
Ӄにཹֶし、��に同େֶӃใՊֶതֶ࢜位を取ಘした。	
その後、アϝリΧɾニϡーδϟーδーՊେֶでリαーν
アソシΤートとしてಇき、シンΨϙールࠃ立େֶで研究һ、
シニア研究һをྺし、1�3݄からࠃ立ใֶ研究ॴで助
として、研ͭ࣋をڙࢠめた。;たりの࢝事をとしてڭ
究とࢲ生׆を྆立させて、せな々をૹっている。
　現在手ֻけているのは、ウェブ上にੵされたେな画
૾、ө૾、音楽のσータをղੳし、生׆をαϙートするイ

ンテリδェントシステムとアϓリέーシϣンの։ൃ。それ
はܾしてΤンδニア用ではなく、スマートフォンのアϓリ
のようにී通の人々がܰؾに使えるものを目指している。
։ൃのきっかけとなったのはຊでの自の体ݧだった。
		「ֶ生のࠒ、ւಓཱྀ行のときにωοトで現の०のใ
がͭݟからͣࠔったことが͋りました」
　Ϣ	イがٻめていたのはΨイドブοクにࡌっているような
されているスϙοトతなイ࠵ใではなく、現で։ޫ؍
ϕントや、֗で人ؾのおళなどの生きたใだが、なかな
か分からない。

　そこでߟえたのが、個人の4/4などのソーシϟルϝσΟ
アとの༥合だった。
		「モバイルσバイスのਐาにより、୭でもいͭでもどこ
でも、େྔのマルνϝσΟアσータを手ܰに生成し、ڞ༗
できるようになりました。Ϣーβーがωοトにアοϓした
σータで、個人のᅂやফඅをಡみ取ることができま
す。々ωοト上にੵされるσータから最適な画૾や動
画、音声を組み合わせ、ޫ؍のマοϓ上にࡌܝすることで、
ར用ऀはより०のใをಘられるのではないかとߟえまし
た」

Y u Y i

͋なたがཱྀ先でͭݟけたことが、୭かのح心をかき立てる。
͋るいはݟら͵人のݧܦが͋なたのಓඪとなる。
ຊでֶͿϢ	イがٻするのは、ੈ ք中の人々の識が集まる、そんなใのϓラοトフォームだ。

R e s e a r c h e r  f i l e  n o . 3

ਓのݸ をࣝੵ͠ ͯࣾ ձʹ ɻ༺׆
σʔλϚΠχϯάの৽͠ いྖҬ
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ਓʑのχʔζʹ きΊࡉか͘ Ԡ͑ るɺ
ʮεϚʔτʯͳαʔϏεをఏڙ る͢

　個人レϕルのڵຯがΦンラインで֦散され、やがて新しい
ใとなる。それを一ํ通行でऴわらせるのではなく、個人
のڵຯに応じたใがհされるシステムを։ しൃた。
		「例えば౦ژのϢーβーが、ࣸਅڞ༗αイトにピβのࣸਅ
をアοϓしたとします。その人がもし໊ݹでレストランを୳
していたら、ݩのϢーβーから現でධのピβを
հしてもらえる組みです」
　Ϣ	イのνームが手ֻけた研究は、ソーシϟルϝσΟアを可

化し、マルνϝσΟアのイϕントを要するイϕントビルダーࢹ
というシステムに݁実し、Yahoo�がओ࠵するコンテストでݟ
事�位に選ばれた。
の理ղは、最適なຯや関心といった、Ϣーβーᅂڵ　
ใをఏڙするαービスにෆ可ܽ。Ϣ	イはその理ղを「ス
マート」と定ٛする。
		「インテリδェントシステムをར用して、Ϣーβー個人のニー
ズをもっとαϙートしていきたいですͶ」
　ւ֎からのインターンシοϓや研究ऀをडけ入れている、
ੈքを८ってきたコスモϙリタンの研究ࣨから、新たな「ス
マート」なシステムが生まれ、がっていくだΖう。

中م҆ࠃল生まれ。
ಸྑঁࢠେֶେֶӃใՊֶത࢜՝ఔをमྃ。
ニϡーδϟーδーՊେֶ、シンΨϙールࠃ立େֶをܦて、
��1�3݄からࠃ立ใֶ研究ॴに੶を置く。
マルνϝσΟアのコンテンπղੳ、σータマイニングがઐ。
。と༡Ϳのがଉൈきڙࢠに;たりのٳ

スタοフやࢿྉがଗい、
自༝に研究ができる環境
で、ଟながら、ϓロδェ
クトリーダーとしてॆ実し
たຖをૹっている。

ϢɹΠ
コンテンツ科学研究系　助教

Y u Y i

γʔζڀݚ P.25
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"5.ɺं のφϏγεςϜɺϩϘοτɻ
ਓݴ༿を֫ಘ る͢

　コンピϡーターのൃୡにい、音声ใの処理技術もඈ
༂తな上をݟせている。ۜ行の"5M、ंのφビήーシϣ
ンシステム、最近ではiPhoneの4iSi（シリ）、ソフトバンク
のPeppeS（ϖούー）のようなΩϟラクターロϘοトなど、
༿を理ղし、;さわしいใをฦしてくれる人ݴたちのࢲ
࣌େֶۀݹ能も近な存在になった。高が໊
に研究ରに選んだのは、そのॏ要な一֯を୲う音声
ใ処理の分だった。
		「ήームはもともときで、高ߍ生くらいからそのഎܠに
͋るϓログラムにڵຯを࣋ち࢝めましたͶ。େֶもใ
ֶをઐ߈したのですが、そのうちに、࣌のڭतのӨ響も

͋って音声合成をઐに選Ϳことにしました」
　同େֶӃでത࢜号を取った後、ࠃ立ใֶ研究ॴが音声
研究に携わるスタοフをื集していたことから��1�に入
ॴし、現在まで研究をଓけている。
		「音声インターフェースを用いることで、機械と音声によ
るコϛϡニέーシϣンが可能になります。これに必要ෆ可
ܽなのが音声を認識し、合成する音声ใ処理技術です。
そこにࢲたちはσΟーϓラーニング（ਂֶश）を導入しま
した」
　͋たかもྲྀெなൃを実現している音声技術も͋るが、

高はこうޠる。
		「σΟーϓラーニングを導入したことで、テΩストに;さ
わしい音声の特を自動తに出力できるようになりました。
これにより、実ࡍの人間の音声に一近いイントωーシϣ
ンやアクセントを実現したいです」
　音声を特づけている要ૉとしては、音声のେきさや
さ、高さ、音৭などが͋る。จষと音声の複雑なର応関
をֶशできるσΟーϓラーニングにより、テΩストから音
声の特をର応けると、さまざまなऀをද現できたり、
。がද現できたりするײ

T a k a k i  S h i n j i

⾳ٕज़をったίϛϡχέʔγϣϯ͕
ࣾձをっͱศརʹ ɺָ͘͠ る͢
さまざまなॴで人能がൃする声に出会う。その組みをࢧえるのも最先端のใֶだ。
「より人のݴ༿に近い音声を」。੩かなをൿめたएき研究ऀがੈ࣍の技術։ൃを୲っている。

R e s e a r c h e r  f i l e  n o . 4

⾳ٕज़をったίϛϡχέʔγϣϯ͕
ࣾձをっͱศརʹ ɺָ͘͠ る͢
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機械͕͢͜ ͱͰਓ͕সإʹɻ
Ε͕ͦ࣍のڀݚのྭΈʹ ͳる

　コϛϡニέーシϣンをとれる人能は֬かにศརな存
在。とはいえ、ただに立ͭからという理༝だけでは、こ
こまでੑ能は上しなかったのではないか。
༿を使うことの楽しさzݴに͋るのは、lܠらくそのഎڪ　
だΖう。
		「実ࡍに自分たちの研究で音声を出してみると、みんな໘
നいとتんでくれますよͶ。それをݟると、いい研究をଓ

けようというモνϕーシϣンにͭながります。ࠓ後はφレー
シϣン、Վ声、$(Ωϟラクターの声など、Τンターテイン
ϝントのੈքでもっとར用できるとߟえています」
　高は、耳で聞いてલよりྑくなったと実ײできるのが
音声技術に取り組Ήޣຯだとޠる。それは、生まれたば
かりの我がࢠがগしͣͭݴ༿を覚えていくことにتͼをײ
じるײ覚に近いのかもしれない。
のインタラクテΟブのうち、高が手ֻける音声技ײޒ　
術は、ࠓ後人能と一ൠの人が近しい存在になるために
ෆ可ܽな研究で͋ることは間ҧいない。

、ۀՊଔֶେֶใۀݹ໊
同େֶӃֶ研究Պ成シϛϡレーシϣンֶઐ߈ത࢜՝ఔをमྃ。
。ڭでの特研究һから特助ܥ立ใֶ研究ॴコンテンπՊֶ研究ࠃ
現在はߍでࡍࠃ音声技術研究ॴϓロδェクト助ڭもめる。
近はਂֶशを用いた音声合成技術の研究に取り組んでいる。

Ҏલはくまで事をす
ることがଟかったが、ࢠ
はૣؼができてからڙ
めに。ϝリϋリの͋る生
ٴӨ響を事にもが׆
΅している。

�৴ೋߴ
コンテンツ科学研究系　特任助教

T a k a k i  S h i n j i

⾳ٕज़をったίϛϡχέʔγϣϯ͕
ࣾձをっͱศརʹ ɺָ͘͠ る͢

γʔζڀݚ P.24

⾳ٕज़をったίϛϡχέʔγϣϯ͕
ࣾձをっͱศརʹ ɺָ͘͠ る͢

092017
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発明

研究分野

Contact Information 情報学プリンシプル研究系 准教授　ా؛ ণࢠ　 Email：kishida@nii.ac.jp

ωοτϫʔΫ
ηϯαʔ

ϓϥϯτ

ೖྗߋ৽͢ ʁ͖

͍͍͑

͍

ثޚ੍
ఆܾࠁ࣌ͷσʔλऔಘ࣍

ೖྗࢉܭ

ΞΫνϡΤʔλ

研
究
背
景
・
目
的

▶ωοτϫーク　▶੍ޚ理　▶ෆ͔֬ͳγεςϜ

♦֘ͳ͠

産業応用の可能性
　ωοトϫークをհした੍ޚに特༗なの一ͭに、通信や
ి、ࢉܭ 力といったリソースの੍ݶが り͋ます。ຊ研究では、
要ٻされる੍ੑޚ能をຬたしながら、ใの取ಘ、σータの
通信、センαーやϓランۦト 動のためのΤωルΪーなどを
ຊとなるアルج	。するアルゴリズムの構築をਐめていますݮ
ゴリズムはײతですが、システムに応じてが必要で
す。具体తには、ϓラントの数理モσルと取ಘσータを用い
て、࣍の̏ ͭをܾ定するアルゴリズムから成り立ちます。
ᶃক来のϓラント状ଶの༧ଌ
ᶄσータを取ಘしてωοトϫークૹる最適なタイϛング
ᶅ֤αンϓリングࠁ࣌において、アクνϡΤータの੍ޚ信

号のૹ信の必要ੑ

　ωοトϫークをհした੍ޚでは、ॳ期コストや理コストが
でنされ、システム構成の自༝も上がるため、େݮ
複雑なϓラントの੍ޚが可能になります。例えば、ωοトϫー
クをհしたԕִޚ੍ࢹ技術は、のނোのૣ期ൃ
などۀやϝンテφンス、危険なॴでのロϘοトによる作ݟ
に立てられます。
　また、ωοトϫークで࣌々ࠁ と々ม化するध要とڅڙの
σータをऩ集ɾѲし、システムを҆定తに੍ޚする技術
は、ి 力やަ通などのࣾ会インフラのӡ用にܽかせません。
最近の*o5は、શてのモノがωοトϫークをհしてͭな
がり੍ される技術でޚ り͋、ωοトϫークをհした੍ޚはそ
の中֩を୲います。

とは、入出力が͋る動తシステム（ϓラント）ޚ੍

からみの出力をಘるように自動తに入力を調

する組みのことです。もともと、੍ システޚ

ムとใシステムは別個にѻわれていまし

たが、*o5（*nteSnet	 oG	5hinHs）のීٴ

にい、ωοトϫークをհしてใをやり取

りしながらϓラントの੍ޚを行うことがෆ

可ܽになってきています。このことでଟく

のෆ可能が可能になる一ํ、リソースの

ใଛࣦ、ランダムな通信Ԇ、信、ݶ੍

号のׯবなど、これまでؾにしなくてよかっ

たがىこり、ϓラントがෆ҆定になった

り、੍ 能がྼ化したりすることがੑޚ り͋ます。

この新しい੍ޚの枠組みにおけるのղܾ

を目指します。

ใ通信技術のൃୡにより、େنで複雑なϓラントも
ωοトϫークをհして੍ޚが可能に。
新しく՝される݅Լで、̓ 定ੑやੑ能を
֬อする੍ޚ手法の։ൃを目指しています。

ωοτϫʔΫをհ͠ ͯ
Ϟϊのಈきの
σβΠϯを͢ る

情報学プリンシプル研究系
准教授

ࢠণ ా؛

図1 ωοτϫークΛհͨ͠ ৽੍͍͠ޚͷΈͷ
 ղܾΛ͢ࢦ

図2 ཁٻΛຬͨ͠ ͳ͕ ΒリιーεফඅΛݮ る͢
アϧΰリζϜޚ੍ 

12 2017

ͷ࿈བྷઌऀڀݚ

ओཁ߲ͷઆ໌Λ࠷
େ�·Ͱɺਤઆͯ͠
͍·͢ɻ

୲ऀڀݚհ

̒ͭͷΧςΰϦーΛ
ઃ͚ɺ֤ γーζΛ分
ྨ͍ͯ͠·͢ɻ

ຊฤڀݚͷ༰ͱɺۀ࢈Ԡ
༻ͷՄੑͷ߲̎ʹ分͚ͯ
આ໌͍ͯ͠·͢ɻ

ελーτ͕͠ڀݚ ܦͨ
Ңɺ͜ ͷγーζͷ֓ཁ
͕分͔ΔΑ͏ʹͳͬͯ
͍·͢ɻ

͜ͷڀݚͷଐ͢Δ分
ؔ࿈͢Δ分Λ
ɻ͢·͍ͯ͠ࡌه

ํݟγʔζのڀݚ
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Contact Information 

研究者の
発明

研究分野 ▶離散࠷దԽ　▶ύϥϝーλԽྔࢉܭ　▶େنάϥフ

w࠷࿏クΤϦ

	 グラフ理における「最࿏クΤリ」は、ωοトϫーク上の
ೋにͭいての最ڑ離を聞くۃめてॏ要なํ法で、
෯く応用されています。しかし、これは一ൠతにߟ
えると、従来のํ法からのվળはࠐݟめません。一ํ、
「現実のେنグラフ」はݴうなれば「֩」と「」からな
る「थのような」特घな構をしていることがられて
います。そこで、ࢲたちはそのथのような構をදす
「෯」というඍࡉな指ඪにରしてもޮతに入力でき
るアルゴリズムをઃܭし、現実のグラフにରして非常にޮ
తに動作することを実ݧでূ し໌ました。

w分ݶࢬఆ法

	 	「分ݶࢬ定法」は、қしくしてղきやすくした؇の
ղを用いて୳ࡧ（מࢬり୳ࡧ）を行う、「/Pࠔ」を
ղくためにく用いられている൚用手法で
す。しかし理上で定しಘる最ѱのέー
スがىこった合、מࢬり୳ࡧをしないで
શ୳ࡧを行うのと同じような手間がかかっ
てしまい、ۃめてޮがѱくなります。そ
こで、実ࡍには؇とݩののղ
がൺֱత近いことにண目し、それが͋ては

♦特開2015-184704：ωοτϫーΫ理装置、ωοτϫーΫ理方法及びプログラム

コンピϡーターでࢉܭを行うためのアルゴリズム。
ใֶのൃలで、そのޮにݶքがݟえてきました。
理上の最ѱέースではなく、実ࡍの応用においてޮతに
動くことがอূされた、新しいࢉܭ手法がٻめられています。

実ࡍのೖྗߏを׆༻͠ ɺ
ΑΓޮ తʹࢉܭを͏ߦ
ΞϧΰϦζϜをڀݚ

情報学プリンシプル研究系 ॿ教　ాؠ ཅҰ　 Email：yiwata@nii.ac.jp

情報学プリンシプル研究系
ॿ教

ཅҰ ాؠ

まるέースにͭいては、מࢬりなしのશ୳ࡧよりもངかに
ޮతに動作することを理తにূ し໌ました。

産業応用の可能性
●	େنウェブɾソーシϟルグラフにରするڑ離や関࿈

などのクΤリ処理、クラスタリングなどのσータマイニ
ングにରするޮతなアルゴリズム։ൃ

●	モσル検ࠪ、੩తղੳ、ϓランニングなど、個々の目
తに特化したよりޮ తなソルバ։ൃ

ѻ͍͍ͨೖྗ
ͷΑ͏ͳߏ
࣮؆୯ʂ

ରʣڀݚѱέʔεʢैདྷͷ࠷
ɹ˔ଞͷࠔ͔Βͷؼண
ɹ˔ϥϯμϜάϥϑͳͲ

͔͚Ε͍ͯΔ

コンピϡーターでࢉܭを行うためのアルゴリズムの

研究はେきなൃలをげてきました。さまざまな

にରしてޮతにಇくアルゴリズムが数ଟく

։ൃされてきた一ํで、そのޮ化にݶքもݟえ

てきました。例えば、く信じられているP̋ /P༧

のԼではどんな/Pࠔもଟ߲ࣜ࣌

間でղくことはできません。またॆ可能

ੑ（4"5）のしさに関する「4E5H」

というԾ定を用いると、グラフ理における

「౸ୡ可能ੑクΤリ」を従来のํ法よりྑ く

することはできないのです。しかし、これら

のޮ化のݶքは定しಘるશてのέース

をߟえた合のݶքで͋って、実ࡍにѻい

たい特घなέースにݶれば、必 しͣも͋ ては

まるわけでは り͋ません。またରが非常

にେنなグラフだったとしても、౸ୡ可能ੑクΤ

リなど、ޮ తに処理できているものも͋ ります。

に現れる特घな࣌の応用ࡍは、そのような実ࢲ

έースにରして、ޮ తにಇくアルゴリズムの։

とൃそのղੳを行っています。

研
究
背
景
・
目
的

༰ͷイϝーδڀݚ

ʮҰൠʹ͠ ͍ʯ́ʮͱͯ ͠ ͍ೖྗ͕ଘࡏʯ
શ෦͕͠ ͍Θ͚Ͱͳ͍
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Contact Information 情報学プリンシプル研究系 准教授　ా؛ ণࢠ　 Email：kishida@nii.ac.jp

ωοτϫʔΫ
ηϯαʔ

ϓϥϯτ

ೖྗߋ৽͢ ʁ͖

͍͍͑

͍

ثޚ੍
ఆܾࠁ࣌ͷσʔλऔಘ࣍

ೖྗࢉܭ

ΞΫνϡΤʔλ

研
究
背
景
・
目
的

▶ωοτϫーク　▶੍ޚ理　▶ෆ͔֬ͳγεςϜ

♦֘ͳ͠

産業応用の可能性
　ωοトϫークをհした੍ޚに特༗なの一ͭに、通信や
ి、ࢉܭ 力といったリソースの੍ݶが り͋ます。ຊ研究では、
要ٻされる੍ੑޚ能をຬたしながら、ใの取ಘ、σータの
通信、センαーやϓランۦト 動のためのΤωルΪーなどを
ຊとなるアルج	。するアルゴリズムの構築をਐめていますݮ
ゴリズムはײతですが、システムに応じてが必要で
す。具体తには、ϓラントの数理モσルと取ಘσータを用い
て、࣍の̏ ͭをܾ定するアルゴリズムから成り立ちます。
ᶃক来のϓラント状ଶの༧ଌ
ᶄσータを取ಘしてωοトϫークૹる最適なタイϛング
ᶅ֤αンϓリングࠁ࣌において、アクνϡΤータの੍ޚ信

号のૹ信の必要ੑ

　ωοトϫークをհした੍ޚでは、ॳ期コストや理コストが
でنされ、システム構成の自༝も上がるため、େݮ
複雑なϓラントの੍ޚが可能になります。例えば、ωοトϫー
クをհしたԕִޚ੍ࢹ技術は、のނোのૣ期ൃ
などۀやϝンテφンス、危険なॴでのロϘοトによる作ݟ
に立てられます。
　また、ωοトϫークで࣌々ࠁ と々ม化するध要とڅڙの
σータをऩ集ɾѲし、システムを҆定తに੍ޚする技術
は、ి 力やަ通などのࣾ会インフラのӡ用にܽかせません。
最近の*o5は、શてのモノがωοトϫークをհしてͭな
がり੍ される技術でޚ り͋、ωοトϫークをհした੍ޚはそ
の中֩を୲います。

とは、入出力が͋る動తシステム（ϓラント）ޚ੍

からみの出力をಘるように自動తに入力を調

する組みのことです。もともと、੍ システޚ

ムとใシステムは別個にѻわれていまし

たが、*o5（*nteSnet	 oG	5hinHs）のීٴ

にい、ωοトϫークをհしてใをやり取

りしながらϓラントの੍ޚを行うことがෆ

可ܽになってきています。このことでଟく

のෆ可能が可能になる一ํ、リソースの

ใଛࣦ、ランダムな通信Ԇ、信、ݶ੍

号のׯবなど、これまでؾにしなくてよかっ

たがىこり、ϓラントがෆ҆定になった

り、੍ 能がྼ化したりすることがੑޚ り͋ます。

この新しい੍ޚの枠組みにおけるのղܾ

を目指します。

ใ通信技術のൃୡにより、େنで複雑なϓラントも
ωοトϫークをհして੍ޚが可能に。
新しく՝される݅Լで、̓ 定ੑやੑ能を
֬อする੍ޚ手法の։ൃを目指しています。

ωοτϫʔΫをհ͠ ͯ
Ϟϊのಈきの
σβΠϯを͢ る

情報学プリンシプル研究系
准教授

ࢠণ ా؛

図1 ωοτϫークΛհͨ͠ ৽੍͍͠ޚͷΈͷ
 ղܾΛ͢ࢦ

図2 ཁٻΛຬͨ͠ ͳ͕ ΒリιーεফඅΛݮ る͢
アϧΰリζϜޚ੍ 
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MU CSI
Feedback

MBS: Macrocell Base Station

SBS: Small Cell Base Station

MU: Macrocell User

SU: Small Cell User

edge SU: Small Cell User at edge

Cell range expansion

Desired signal (MBS to MUs)

Desired signal (SBS to SUs)

Strong Interference signal
Uplink Channel State
Information (CSI) Feedback

SU CSI
Feedback edge SU

partial CSI Feedback

edge
SU

Macrocel l

MBS

MU

Smal l  Ce l l

SBS

SU

edge SU
partial CSI Feedback

Desired signal (MBS to MUs)

Cell range expansion

Desired signal (SBS to SUs)

Strong Interference signal
Uplink Channel State

MBS

46T` $4*
'FFECBDL

.6T` $4*
'FFECBDL

FEHF 46T` $4*
'FFECBDL

Small Cell BSs:
Radio Resource Allocation for SUs

Macro BS: Radio Resource Allocation for MUs
and interference avoidance to edge SUs

・ MBS predicts the edge SUs` allocation based on partial CSI sharing
・ MBS protects the vulnerable SUs` from interference

MU CSI
Feedback

MBS: Macrocell Base Station

SBS: Small Cell Base Station

MU: Macrocell User

SU: Small Cell User

edge SU: Small Cell User at edge

Cell range expansion

Desired signal (MBS to MUs)

Desired signal (SBS to SUs)

Strong Interference signal
Uplink Channel State
Information (CSI) Feedback

SU CSI
Feedback edge SU

partial CSI Feedback

edge
SU

Macrocel l

MBS

MU

Smal l  Ce l l

SBS

SU

46T` $4*
'FFECBDL

.6T` $4*
'FFECBDL

FEHF 46T` $4*
'FFECBDL

Small Cell BSs:
Radio Resource Allocation for SUs

Macro BS: Radio Resource Allocation for MUs
and interference avoidance to edge SUs

・ MBS predicts the edge SUs` allocation based on partial CSI sharing
・ MBS protects the vulnerable SUs` from interference

εϞーϧηϧωοτϫークͷͨΊͷఏҊ
ແઢࢿ源ׂΓͯ๏

研
究
背
景
・
目
的

▶ແઢ௨信ֶ　▶ແઢࢿ源ׂΓ ɾͯׯব੍ੈ࣍▶　ޚҠಈମ௨信γεςϜ

ΞʔΩςΫνϟՊ学研究系 准教授　ۚࢠ Ί͙Έ　 Email：megkaneko@nii.ac.jp

♦l.FUIPE GPS USBOTNJUUJOH�SFDFJWJOH EBUB JO DPNNVOJDBUJPO TZTUFNz 647916688
♦l"QQBSBUVT BOE NFUIPE GPS SFTPVSDF BMMPDBUJPO DPOTJEFSJOH CV⒎FSJOH JO SFMBZ XJSFMFTT DPNNVOJDBUJPO TZTUFNz 642008�0205323ɹଞ

産業応用の可能性

　このແઢࢿ源がܽするというのղܾにけて、�(
Ҡ動体通信システムやੈ࣍ແઢアクセスωοトϫーク（ແ
ઢL"/ɾ*o5ແઢセンαーωοトϫーク）のためのແઢप
数などの りׂてやׯবを͙ ํ法をओに研究していま
す。ランダムにม動するແઢ通信࿏やׯব状況をうまく׆用
し、システムશ体のੑ能ɾ֤ Ϣーβーの通信࣭要ٻɾप
数やΤωルΪーར用ޮ、૬するੑ能指ඪを同࣌に
ୡ成できる優れたແઢࢿ源の りׂてํ法や、クラウドとσ
バイスのํのアクセスがスムーズになるような環境ઃܭに
取り組んでいます。
　例えば、い通信Τリアをࡉ分化して高ີにΧバーし、
それらをクラウドで࿈携させてコントロールしようとする「クラウ
ドແઢアクセスωοトϫーク」のための「ແઢࢿ源 りׂて法」
や、ແઢࢿ源のجຊ要ૉを複数Ϣーβーが同࣌にར用でき
る�(要ૉ技術のީ補で͋る、非ަଟݩଓ「/0M"」
を׆用した「非ަແઢࢿ源 りׂて法」をߟҊしました。

●	�(Ҡ動体通信システムのためのجຊతな要ૉ技術
●	応用にけたແઢアクセスϓロトコルઃܭのํੑ
●	ແઢࢿ源ׂりてɾׯব੍ޚ法のੑ能の理తղੳのఏڙ

現在、Ҡ動体通信Ճ入ऀはશੈքで��ԯ人を

え、����にはとがແઢで通信する

M�M（Machine	 to	Machine）や*o5（*nteSnet	

oG	5hinHs）にର応する機器も���ԯ個に

ୡすることが༧ଌされており、രൃతなσー

タྔの૿Ճが༧されています。その一ํ

で、使用可能なແઢࢿ源で͋るप数は既

にݶքをܴえており、ࠓ後のେなσータ

ྔ通信にର応しきれないݫしい状況になっ

ています。その中で、現在一ൠに使用され

ている�(の࣍の技術で͋る�(Ҡ動体通信

システムや、ੈ࣍ແઢアクセスωοトϫー

クに要ٻされているのは、さまざまなੑ能の要

ૹ速ɾԆɾ通信）ٻ ɾ࣭লి力）を高レ

ϕルで同࣌にอূすることです。

使用可能なप数は既にݶքをܴえています。
するେなσータྔにର応するべく૿ٸにߋ
ੑ能やແઢࢿ源のڞ༗技術を上させることで、
よりスムーズなアクセスが可能な環境ઃܭに取り組んでいます。

ແઢपΤωϧΪʔを
༺׆ʹݶେ࠷ る͢
ແઢ௨৴ϓϩτίϧઃܭ

ΞʔΩςΫνϟՊ学研究系
准教授

Ί ࢠۚ Έ͙
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༰ڀݚ

VPN࿈ܞ

NFVΧスλϚΠζ

VPNઃఆ

ֶLAN

WiFi-AP

ऴஔ

L2SW

MOOC
/ΞクςΟϒ
ϥーχンά

ϧーλ/FW/LB

ωットϫークԾ想Խ（NFV）ج൫

VNF
（Ծ想Խωットϫーク機能）

VNF੍ޚ

VM੍ޚ

SINET

ωットϫーク
サーバޚ੍
（SDNج൫）

VPN

ԕִٛߨ

管理ऀ

Internet

NFV Orchestrator

Cloud Controller

vR

vLB

APL APL

APL APL

vFW

/'7�4%/ٕज़Λ׆用͠ ͯ4*/&5�ͱ࿈ͨ͠ܞ
҆શ͔ͭߴͳωοτϫークαーϏεΛ͢ࢦ

研
究
背
景
・
目
的

▶ߴωοτϫーク　▶4%/　▶/'7

♦特許第4369882号 � ϧーςΟング方法、͓ Αび、ωοτϫーΫγεςム
♦特許第4272614号 � ύε開์方法
♦特許第3878112号 � ύέοτεΠον

��1��݄から、ຊશࠃにがるڌ間を1��(

のޫを用いてଓするֶ術ใωοトϫーク

4*/E5�˞のӡ用を։࢝しています。4*/E5�で

は、ڌとڌの間を݁するճઢ（理フ

ルϝοシϡ）でଓしています。このճઢを

最ܦ࿏でܦ༝することでԆを最ݶに

するとڞに、どのڌ間においても最େ1��(

の高速なσータ通信を可能としています。

また、4*/E5�ではֶ術機関の間を҆શに

ଓする7P/αービスや、クラウドのσー

タセンターを4*/E5にଓすることで

高速ɾԆɾ̓ શにར用が可能となるωοト

ϫークαービスのఏڙとڞに、ߋなるαービスの

ఏڙが期されています。
˞SINET5（αΠωοτ）：Science Information NETwork5ʗֶ
ज़ใωοτϫーΫͷུɻຊશࠃͷେֶ、ؔػڀݚͷֶज़
ใج൫ͱ͠ ͠༺ஙɾӡߏॴ͕ڀݚใֶཱࠃ、ͯ ͍ͯΔɻ

ֶ術ใωοトϫーク4*/E5�と࿈携し、
҆શかͭ高速なωοトϫークαービスがӡ用できるように
/F7ʗ4D/の技術を׆用することで、
より使いやすいωοト環境の上を研究しています。

৽たͳωοτϫʔΫαʔϏεͱ
4*/&5ͱの࿈ܞ Αʹる
αʔϏεの実現

ΞʔΩςΫνϟՊ学研究系
准教授

ΞʔΩςΫνϟՊ学研究系 准教授　܀ຊ ਸ　 Email：tkurimoto@nii.ac.jp

ຊ ਸ܀

　これまではઐ用の置を用ҙすることのଟかったルー
タやフΝイアウォールなどのωοトϫーク機器をソフトウェア
化する/F7（/etwoSk	Function	7iStuali[ation、ωοト
ϫーク機能Ծ化）技術や、ωοトϫークのసૹܦ࿏を֎෦
コントローラーによって੍ޚする4D/（4oGtwaSe	DeGineE	
/etwoSk）技術の検౼がਐ
んでいます。この/F7ٴͼ
4D/の技術を׆用し、ωοト
ϫークにରするಥൃతなध
要૿ݮやࡂにର応したॊ
ೈな構成มߋをϢーβーが
Χスタマイズ可能とすること
で、Ϣーβーのωοトϫークを
ؚめたΤンドɾπーɾΤンドの
ωοトϫークશ体の信པ ɾੑ̓
定ੑ上やコストݮを可能
とする新たなωοトϫークαー
ビスの研究をਐめ、4*/E5と
の࿈携を行い具体化します。

産業応用の可能性
　現在研究がਐめられている/F7ʗ4D/の技術をར用し
た新たなωοトϫークαービスの研究にՃえて、4*/E5と
࿈携を行うことで、技術研究と実用化を݁ͼͭけます。
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▶ΦーϓンαイΤンεج൫　▶ڀݚσーλڞ༗　▶σーλۦಈܕՊֶ

֤େֶͷ
ϓϥΠϕʔτΫϥυͷ
ଞʹظతలͱ͠ ͯ
ύϒϦοΫΫϥυͷ

ಋೖࢧԉݕ౼ ଟ࠼ͳ֎෦ΫϥυଓͷͨΊͷ
ؔ࿈ϓϥάΠϯΛ։ൃ

4*/&5 ΛόοΫϘʔϯͱ͠ ͳωοτϫʔΫͰɺߴ
େֶɾؔػڀݚͱΫϥυϓϩόΠμͷ

σʔληϯλʔΛ݁

ϓϩδΣΫτͰͷڀݚಉڞ
σʔλཧɾڞ༗ɾެ ։Λࢧԉ

ͷͨΊͷ༺׆σʔλརڀݚ
൫ٕज़ͱ͠ج ͯؔ࿈ج൫ͱ࿈ܞ

ֶೝʹΑΔηΩϡΞͳೝূ

ਖ਼Λతͱ͠ެڀݚ ͯ
શࠃͷେֶɾؔػڀݚͷ

σʔλΛڀݚ
�� ؒอଘ

ΤϯυϢʔβʔ
ʢऀڀݚʣ

/** ετϨʔδ

"େֶׂ #େֶׂ $େֶׂ

ɹڀݚσʔλ
ཧج൫

ʢཱࠃใֶڀݚॴʣ

ɹڀݚσʔλ

ύϒϦοΫΫϥυಋೖࢧԉ

♦֘ͳ͠

研究ϓロセスの識॥環をଅਐするため、ࠓࡢ

に、จࢽのΦーϓンアクセス化やσータۦ動ܕ

Պֶにけた研究σータのΦーϓンσータ化な

ど、ΦーϓンαイΤンスのൃలɾී がֶ術ٴ

ใ分のٸۓ՝となっています。これ

までຊのେ ɾֶ研究機関では、Ԥถにൺ

べ、研究σータを期間อ存ɾ理するた

めにコストをかけることがࠔ、͋ るいはແ

関心でした。研究ެਖ਼のために研究ϓロセ

スのಁ໌ੑを高め、また研究σータの׆用

をଅਐするためにも、ֶ 術分けの研究

σータ理ج൫の実現がちまれていま

す。ࠃ立ใֶ研究ॴはこれを4aa4（4oGtwaSe	

as	a	4eSvice）として、શࠃのେ ɾֶ研究機関に

ఏڙします。

個別の研究成Ռをよりଟくの人がڞ༗できるようにする
ΦーϓンαイΤンスのࢧԉシステムをより強ݻに、̓ શに。
、みͭͭࢼ֎の関࿈機関との࿈携や౷一をࠃ
4*/E5を使い、֤ େֶ研究σータ理ج൫をఏڙします。

ΦʔϓϯαΠΤϯεを
ਪਐ る͢
൫جσʔλཧڀݚ

ίンςンπՊ学研究系
ॿ教

ίンςンπՊ学研究系 ॿ教　ࢁࠐ ༔հ　 Email：komiyama@nii.ac.jp

༔հ ࢁࠐ

ΦープンαイΤンεͷͨΊͷڀݚσーλཧج൫産業応用の可能性

　ΦーϓンαイΤンスのҙຯは、֤େֶの事やֶ分
の׳शにより定ٛがᐆດです。実తにも౷一されたํ
法の導入やݟղをಘることはしく、ଟ༷ੑを༰認した上
で૬ޓ理ղをਂめ、すり合わせる力が必要です。この
ためࠃ֎の関࿈機関とܧଓతに議ɾ調を実ࢪしま
す。࣍に研究σータをڞ༗するࡍࠃ会議やւ֎研究機関
との࿈携をݩに、ࠃのେֶɾ研究機関にけて、1�

間研究σータをอ存可能にする理ج൫システムを、ウェ
ブαービスとして։ൃしӡӦします。ຊαービスではࠃ立
ใֶ研究ॴがఏڙする4*/E5をհして֤クラウドɾϓロ
バイダと֤େֶのใج൫センターを し݁、アϓリέーシϣ
ンでの認ূはֶ認を用います。これによりセΩϡアかͭ高
速なαービスをٱ߃తな事ۀとしてఏڙします。

●	ΦーϓンαイΤンスの実現にけた、研究σータ理ɾ
ެ։ٴͼ౷合తな検ࡧのࢧԉが可能

●	研究σータのڞ༗ɾެ։によりσータαイΤンスや人
能研究のૅجσータとして、ֶ࢈࿈携の෯ががる
ことが期される

●ֶ術分をىに研究σータのۀ࢈ར用やࢢຽによる
Φーϓンσータのར׆用が可能

●	研究ެਖ਼のために、研究σータの期アーΧイブが可能
●	4*/E5ܦ༝でֶ認にର応した高速でセΩϡアな研究

σータڞ༗が可能
●	ຊのେֶや研究機関の事にԊったクラウド環境で

の研究σータ理ج൫の導入ɾΧスタマイズが可能
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ؔ࿈ϦιʔεϑΥʔϚοτఏࣔ

ωοτϫʔΫ
ཧऀ

ϙϦγʔೖྗ

ϙϦγʔೖྗ

ղੳ݁Ռ

ղੳ݁Ռ

ωοτϫʔΫࣗಈઃܭγεςϜ

ポ
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ー
管
理
用

Ａ
Ｐ
Ｉ 

	�
 

	�


αʔϏεఆٛܕ
ωοτϫʔΫ੍ޚγεςϜ

 	�
 	�


ෆਖ਼ΞΫηε
ӨൣڹғධՁγεςϜ

 	�
 	�


৫ωοτϫʔΫ

ઓུత
ӡ༻ཧ
γεςϜ
 	�
	�


௨৴ղੳ
γεςϜ 	�
ܸ߈ใ

ηΩϡϦςΟ
ઃܭγεςϜ

 	�
 ϚϧΣΞղੳ
γεςϜ 	�
 ϦμΠϨΫγϣϯ

ϛϥʔϦϯά

▶αイόーηΩϡϦςΟ　▶αイόーܸ߈ରࡦ　▶ωοτϫーク

産業応用の可能性

♦特開2015-058896：ॻݕग़γεςム、ॻݕग़装置及びใ処理装置
♦特許第5655191号：特ใநग़装置、特ใநग़方法͓Αび特ใநग़プログラム
♦特許第5655185号：ϚϧΣΞײછݕ装置、ϚϧΣΞײછݕ方法及びϚϧΣΞײછݕプログラム

●	αイバーܸ߈Լでもۀ
ଓを必ਢとするॏ要ωοܧ
トϫークにおけるαイバー
ࡦରܸ߈

●	αイバーܸ߈のੑが
い組みࠐみ機器ωοト
ϫークにରするセΩϡアな
環境のఏڙ

　認ূใやωοトϫーク構成ใをجに、組৫構成、৬һ
のׂやใのॏ要、ใ機器間の関࿈ੑを定ٛする
ことで、ใ機器や෦ॺωοトϫークのアクセス੍ݶがۀ
にٴ΅すӨ響を୳る手法を։ൃしています。通常࣌のۀ
にӨ響をٴ΅すことのない、きめࡉかなωοトϫークを分ׂ
することで、ܸ߈が組৫ωοトϫーク৵৯していく速を

らせることができます。また、αイバーܸ߈によるඃൃ生を
֬認したࡍには、ඃのਂࠁさとରࡦ߅がۀにٴ΅すӨ
響を༧ଌし、ۀのܧଓとඃ֦େࢭを同࣌に配ྀした
複数のରࡦ߅を自動తにઃܭします。このように、૬手の動
きのม化を常にし、ॊೈにରࡦをมߋすることでܸ߈
。することができますࢭଓを્ܧ

インターωοト技術の応用分はٸ速にがり、

ϓラント੍ 機、ビルઃ備などさまۭߤ自動ंや、ޚ

ざまな分でใ機器が用いられています。一

ํ、αイバーܸ߈の手ޱは々高化して

おり、֤ 々のセΩϡリテΟରࡦによる検を

ճආし、組৫のใ機器をॱུ߈࣍しな

がら、機ີใの取やใシステムのഁ

յを行います。こうしたܸ߈によるඃൃ生

をະવに͙ ことはॏ要ですが、一ํで、ඃ

Օॴを一がൃ生した合を定し、ඃ

෦にとどめるなど、ඃを最খݶにとどめる

ରࡦもॏ要となります。そのためには、ܸ߈

状況のม化をѲし、ใ機器の使用ऀや用

్、ใのॏ要などにجづいたॊೈかͭ動త

なରࡦをઃܭする手法が必要となります。

研
究
背
景
・
目
的

ωοトϫークの理ɾӡ用には常にリスク理が必ਢです。
ഁյや取をૂうαイバーܸ߈はߋにົになっています。
それを৯いࢭめる、͋ るいはඃを最খݶにとどめるために、
一า先を行くセΩϡリテΟରࡦをਐめています。

αΠόʔܸ߈から
機 をີकるੑをඋ͑ た
ωοτϫʔΫӡ༻ࢧԉ

ΞʔΩςΫνϟՊ学研究系
教授

ΞʔΩςΫνϟՊ学研究系 教授　ߴ ت߂　 Email：takakura@nii.ac.jp

ت߂ ߴ

༰ͷイϝーδڀݚ
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σʔλڀݚ Ռ݁ࢉܭ

σʔλΫϥυηϯλʔ

σʔλͷཧɺ
αʔϏεͷεέʔϧΞτ

ෳΫϥυΛ༻͍ͨՊֶٕज़ࢉܭ

産業応用の可能性

研
究
背
景
・
目
的

Φンσマンυωοτϫークؒࡍࠃ▶　ܞҬ分散処理　▶クϥυ࿈▶

♦特許第5610397号（共願）：ݯࢿ༧装置及び方法及びプログラム

　さまざまなセンαーใや実ݧσータを׆用した҆શか
ͭ高ੑ能なビοグσータ処理や、複数クラウドを׆用した信
པੑの高いシステムの構築など、新たなαービスの出や
。൫としても応用が期されますجえるใࢧ動を׆ۀا

・ΦϯσϚϯド֬ݯࢿอٕज़

	 αービスに応じたクラウドのࢉܭ機、ストレー
δ、ωοトϫークٴͼクラウド間のωοトϫーク
を適に֬อするための4D*（4oGtwaSe	
DepneE	*nGSastSuctuSe）技術を։ൃしま
す。特に、クラウド間のωοトϫークの੍ޚには、
/4*（/etwoSk	4eSvices	*nteSGace）とݺば
れるඪ४インターフェースを用い、4*/E5と
用した研׆൫をجతなֶ術ωοトϫークࡍࠃ
究を行っています。

・σーλجࢉܭ൫のͨΊのߴ৴པੑٕज़

	 分散σータجࢉܭ൫のਝ速なো෮چ手法
や、େنฒྻࢉܭのためのোੑを備
えた分散スέδϡーラの։ൃなど、信པੑの
高いσータجࢉܭ൫の構築にけた研究։
ൃを行います。

・クϥドΞϓϦέーγϣϯ։ൃ

	 センαーσータղੳਂֶश処理やࡂ෮چを定し
たクラウド環境શ体の自動తなҠૹなど、新しいใ
けたアϓリέーシϣン։ൃと՝のந出を൫構築にج
行っています。

インタークラウドとは、複数クラウドを࿈携させて

シームレスな環境を構築し、その上でさまざまな

。やαービスを実現するための技術ですࢉܭ

ଓできるよܧがۀでも҆定して࣌ࡂ

うにܭらう#$P（#usiness	 $ontinuity	

PlanninH、事ܧۀଓܭ画）や、ੑ 能อূを

可能にするޮՌが目を集めています。し

かしながら、クラウド間のωοトϫークのੑ能

や҆શੑは՝となっていました。ࠃ立

ใֶ研究ॴでは、高࣭かͭ帯Ҭなֶ

術ใωοトϫーク4*/E5をӡ用しており、

帯Ҭで֎のクラウド҆શかͭࠃ

ଓすることが可能になってきました。ຊ研究では、

クラウドと4*/E5ٴͼࡍࠃ間Φンσマンドֶ術

ωοトϫークをシームレスに༥合させた、新しい

ใج൫の構築を目指しています。

複数のクラウド間を҆શかͭਝ速に࿈携させ、
Ϣーβーがさまざまなαービスをར用できるように
る4*/E5を使い、グローバルなތใֶ研究ॴがࡍࠃ
Φンσマンドֶ術ωοトϫークをシームレスに༥合します。

ࡍࠃ ΦؒϯσϚϯυ
ωοτϫʔΫͱΫϥυを
͠༺׆ た৽͠ いใج൫

ΞʔΩςΫνϟՊ学研究系
准教授

ΞʔΩςΫνϟՊ学研究系 准教授　 ͋ͭࢠ　 Email：takefusa@nii.ac.jp

 ͋ͭࢠ

クラドͱؒࡍࠃΦンσマンド
ωοτϫークΛ׆用͠ ͨ৽͍͠ใج൫
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༰ɹڀݚ 産業応用の可能性

研
究
背
景
・
目
的

ใ　▶Ϗοάσーλղੳ　▶クϥυιーγンάࡂ▶

Snow(white/red) and Rain (blue) 

Jan.23,2012

にؔؾ る͢πイー
τใΛऩ ɾूղੳ͠
図্にマοϐンά

ͨ͠ ͷ

♦(FP/-1 � IUUQT���HFPOMQ�FY�OJJ�BD�KQ� （ιϑτΣΞ͓Αびσータ）
♦σδタϧ෩� IUUQ���BHPSB�FY�OJJ�BD�KQ�EJHJUBM-UZQIPPO� （ۃؾͷプラοτϑΥーム）
♦ϦεΫΥον � IUUQ���BHPSB�FY�OJJ�BD�KQ�DQT� （ϦεΫใͷϦΞϧタΠム%#）

　(eo/LPソフトウェアや֤छのσータɾアϓリを౷合した
技術を用いて、࣌ࡂのใऩ集ϓラοトフォームを構築で
きる可能ੑが り͋ます。ؾやなどのެࣜ؍ଌσータ
だけでなく、人々のڠ力を通して集めたใやソーシϟルϝ
σΟアのσータも౷合తにղੳすることで、ビοグσータղ
ੳにجづくॠ࣌のҙ思ܾ定をࢧԉします。非ެࣜใや
ಠ自のセンαーσバイスのように、֬実ੑはいがଟ༷ੑ
は高いというࠓまでにないใ源を׆用した現状認識は、
ใϓラοトフォームにおいて目が高まる機ࡂ後のࠓ
能で り͋、ࡂ関ऀともڠಇしてݙߩできる可能ੑが͋
ります。

　(eo/LPはऩ集したσータの࣌間とॴを分ੳするた
めのΦーϓンソースπールで り͋、入力するޠݴから໊
をந出し、そのᐆດさをղফして出力するソフトウェアで
す。このソフトウェアを実現するには、จষ中の୯ޠをイン
ターωοト上のࣙॻとリンクする「ΤンテΟテΟɾリンΩング」の
研究がݤとなります。(eo/LPの特は、ར用ऀが入力
するさまざまな໊から、その໊のछྨや໊同࢜の
定、現状認識をөしてᐆດさݶ離、特定のҬのڑ
をղফすることが可能なに り͋ますが、そのਫ਼を上
させるにはアルゴリズムのվྑにՃえて、σータج൫の
備もॏ要です。そこで、֤छのΦーϓンσータを׆用した
(eo/LPσータのॆ実もܧଓతにਐめています。

、どこで、ࠓ、事ଶにର応するにはٸۓなどのࡂ

Կがىこっているのか、現状Ѳ技術がॏ要

なׂをՌたします。そこで、σータのऩ集から

分ੳɾ可ࢹ化までをトータルで取りѻうϓラοト

フォームの研究をਐめています。ソーシϟルϝ

σΟアやクラウドソーシングからใをऩ集す

る技術、ऩ集したใをۭ࣌間తに分ੳす

る技術、分ੳ݁Ռを理ղしやすく可ࢹ化す

る技術などが中心となります。また、そのޮՌ

は「σδタル෩」などのެ։αービスを用

いて検 しূています。ࠓ後、画૾やޠݴ処理

などのビοグσータղੳの研究をਐめ、現状

を集したタイムラインをࢀরしながら、人間と機

械がڠ力してҙຯの る͋行動にͭなげるためのϓ

ラοトフォーム構築を目指します。

人とσδタルのڑ離をもっとີなものにすることで、ࡂなどの
。もؚめ、のม化のॊೈなର応が可能に࣌ٸۓ
ωοト上のさまざまなσータを用いて࣌間とॴをղੳし、
適なܗでアウトϓοトをする技術で危機にର応します。

Ϗοάσʔλղੳから
Ϋϥυιʔγϯά·Ͱ
現ঢ়をѲ る͢ใٕज़

ίンςンπՊ学研究系
准教授

ίンςンπՊ学研究系 准教授　ຊ ேల　 Email：kitamoto@nii.ac.jp

ຊ ேల
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研究分野

研究者の
発明

Contact Information ίンςンπՊ学研究系 准教授　ຊ ேల　 Email：kitamoto@nii.ac.jp
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景
・
目
的

▶ਓʢػցֶशʣ　▶ڭҭ৺理 ɾֶڭҭֶ　▶ಈ͚ͮػ

産業応用の可能性

ͱผʹ、Σϒ্ڀݚه্♦ ͔ΒܧଓతʹใΛநग़͢ΔεΫϨΠピングٕज़ʹ͍ͭͯࡍࠃ特許ग़願தͰ͋Γ、ຽؒۀاͱͷֶ࢈࿈ܞͷ࣮͋
Γ· ɻ͢

ֶशߦಈͷଅਐιϑτΣΞ

Λਪન͢Δਓػ

ैདྷख๏ ఏҊख๏
ֶशߦಈͷଅਐιϑτΣΞ

૪ڝਓؒݸ
νʔϜؒڝ૪

ਓؒݸ
૪ڝ ަྲྀ

ਓؒͷݸ
૪ڝ

Δ͕ؾग़Δʂ
ʹ૪ͤͣڝ

ަྲྀ͍ͨ͠ʜ

νʔϜͰ
ͯ͠ྗڠ

ʜ͍͍ͨڝ

ਓؒͷݸ
૪ڝ

Δ͕ؾग़Δʂ

νʔϜؒͷ
ྗڠ

Δ͕ؾग़Δʂ

ؒͱͷ
ަྲྀ

Δ͕ؾग़Δʂ

　ຊ研究では、高ઐֶߍ、ઐֶߍ、ਐֶक़の3機
関において、現にֶ生ɾ生ెにٻめられている҉ֶهशの
行動ଅਐを目తとしたフΟールド実ݧを༧定しています。中
ֶ生けのਐֶक़ではӳ୯ֶޠशを、高ઐֶߍでは
。ԉしますࢧでは*5技術のֶशをߍशを、ઐֶֶࣈ
　上هのような҉ֶهशにՃえて、ҎԼのような応用が期
されます。
●	通ֶや通信ڭҭにおけるドロοϓアウトの༧ଌ。また、ド

ロοϓアウトが༧期される人のࢧԉ
いशのみならͣ、ಡॻのਐ理など、෯ֶه҉	●

動をରとした行動ଅਐ׆

　ຊ研究では、ֶशऀの心理తなをଌ定する心理ई
をར用して、行動ଅਐ機能の中から最適なઃ定を推ન
する人能技術、ٴͼ、同技術をࡌしたスマートフォン
アϓリέーシϣンを։ൃします。具体తには、機械ֶशアル
ゴリズムを用いて、心理ईのଌ定を入力、ֶश行動の
ྔを༧ଌできるようなճؼモσルを構築して、༧ଌを最େ
化するような動機づけ機能のઃ定を行う技術を։ しൃます。
　行動ଅਐ機能としては、ֶशを動機づけてҙཉを高め
る機能（動機づけ機能）と、ҙࢤを強く࣋てるようセルフコ
ントロールをࢧԉする機能（自੍機能）の�छྨに分かれま
す。動機づけ機能はֶश状況の可ࢹ化、目ඪઃ定とフΟー
ドバοク、他ऀとのަྲྀɾڝ૪、ҙٛや能ײのհ入、
。ましい行動にରするใから構成されています

ֶशऀのֶۀ成を上させるためには、ֶ श

行動をଅし、ֶ श行動のྔを૿Ճさせることがॏ

要です。しかし、ֶ शऀの個ੑはઍࠩສ別です。

例えば、ֶ शऀの中には、他ऀから高くධՁ

されることをॏࢹする人もいれば（行近

目ඪ）、他ऀからのධՁをආけることをॏ

する人もいます（行ճආ目ඪ）。લऀにࢹ

ରしてڝ૪తな状況は༗ޮですが、後ऀに

ରしてはޮٯՌとなります。よって、画一త

なํ法を։ൃすることはҙຯが り͋ません。

ຊ研究では、個ੑやར用状況に応じて、最

適な行動をଅਐさせる人能技術を։

ൃして、ᶃฏۉతなֶशのଅਐޮՌが高く、ᶄ

ֶशが્されるֶशऀがগない手法の֬立

を目తとしています。

えํが画一తで͋ってはならないʕʕڭ、ҭはฏですがڭ
そんなൃのԼ、ֶ Ϳ人の個ੑに合わせたֶश行動をଅす
アϓリέーシϣンやシステム։ൃに携わっています。
。えられるଆํで「楽しいֶͼ」を実現しますڭ、えるଆڭ

گʹঢ়ੑݸ ߹Θͤ た
దͳ機をਪન࠷ る͢
ಈଅਐιϑτΣΞߦ

ΞʔΩςΫνϟՊ学研究系
ॿ教

ΞʔΩςΫνϟՊ学研究系 ॿ教　ࡔຊ Ұݑ　 Email：exkazuu@nii.ac.jp

ݑຊ Ұࡔ

図1 ڀݚ༰ 図2 ۀ࢈Ԡ用ͷՄੑ

ఆཧɺܾࣗݾɿࣗݟͷڀݚ൫ͱͳΔ৺ཧֶج  ɺײྗޮݾ
ඪઃఆཧɺୡඪཧɺARCS ϞσϧͳͲ

ճؼϞσϧ
 ʢਓٕज़ʣ

ΧελϚΠζՄͳ
ͱػಈଅਐߦ

ֶशػ

৺ཧΞϯέʔτͷճ
ʢಛྔʣ

 ͱػదͳ࠷
ઃఆͷਪન

ցֶशػ
ʹΑΔ
Ϟσϧͷચ࿅

ֶश

ਐ学क़

ઐߴ ੜ ɾె学ੜ

ઐ学ߍ

ӳ୯ޠ ࣈ ITٕज़

ؒ࣌22
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ֶश
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▶ؔϓロάϥϛンά　▶ϓロάϥϛンάޠݴ　▶σόοάख๏
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究
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景
・
目
的

産業応用の可能性

෦
ϓϩάϥϜ

Τϥʔܕ
ϓϩάϥϜ

Τϥʔܕ
ϓϩάϥϜ

Τϥʔܕ小࠷
εϥΠε

ಠཱͨ݁͠Ռ͕
ಘΒΕΔ

͕ͭ͘ܕ

Τϥʔܕ
ϓϩάϥϜ

ղ

͕ͭܕ  ͘� ϝοηʔδͷީิ

ͳ͍ίʔυͨ࣋Λ੍ܕ

͕ܕ ͔ͭͳ͍

Ұ෦

ஔ

ஔ ஔ Γฦ͠܁
ஔ

ثਪܕ

ղ

ίϯύΠϥͷܕਪث

ΤϥʔσόοΨܕ⁞

ෳͷܕΤϥʔ
ɹϝοηʔδͷ࡞

ΤϥʔεϥΠεܕ 

෦
ϓϩάϥϜ

Τϥʔܕ
ϓϩάϥϜ

Τϥʔܕ
ϓϩάϥϜ

Τϥʔܕ小࠷
εϥΠε

ಠཱͨ݁͠Ռ͕
ಘΒΕΔ

͕ͭ͘ܕ

Τϥʔܕ
ϓϩάϥϜ

ղ

͕ͭܕ  ͘� ϝοηʔδͷީิ

ͳ͍ίʔυͨ࣋Λ੍ܕ

͕ܕ ͔ͭͳ͍

Ұ෦

ஔ

ஔ ஔ Γฦ͠܁
ஔ

ثਪܕ

͕ܕ ͔ͭͳ͍

ஔ ஔ Γฦ͠܁

͕ͭ͘ܕ͕ͭ͘ܕ

ίϯύΠϥͷܕਪث

ΤϥʔσόοΨܕ⁞

ෳͷܕΤϥʔ
ɹϝοηʔδͷ࡞

ΤϥʔεϥΠεܕ 

ैདྷͷ࣮ ຊ研究Ͱͷ࣮
ίンύΠϥͷ
༺ར࠶Λػ

࣮

෦


ਪܕ
�

σόοάػ

จղੳߏ

σόοάػ

ղੳ۟ࣈ

ར
ɾ࣮ྔݮ
ɾޠݴͷ༷
　มߋରԠ༰қ۟ࣈղੳ

จղੳߏ

ਪܕ

♦֘ͳ͠

●	ϓログラムσバοグ手法の֬立
●	ϓログラϛングֶशɾࢧԉ環境の構築
●	ॳ心ऀをରとしたϓログラϛングࢧԉ

　これまでのܕΤラーσバοグ手法が、খさなޠݴでの実
తなものにとどまっていることをとしてଊえ、実用తݧ
なޠݴで使える手法を研究しています。
　既存のコンύイラ˞の機能をうまく࠶ར用することで、σ
バοグ手法自体の実ྔをݮし、コンύイラの༷มߋ
のର応を༰қにすることができました。
具体తにはҎԼのࡾ手法です。
①ର的ʹܕΤϥーのݪҼΛ୳͢ܕΤϥーσバッΨ

	 σバοΨの࣭に܁りฦしえていくと、σバοΨが自動
తにΤラーのݪҼを特定します。

ΤϥーεϥΠεܕΊΔٻখのൣғΛ࠷ΤϥーʹなΔܕ②

	 ΉࠐりߜҼがؚまれる可能ੑが͋るՕॴをݪΤラーのܕ
ことができます。
ᶅෳのΤϥーϝッηーδの࡞

	 通常のコンύイラがฦすよりଟくのΤラーϝοセーδをฦ
すことで、ϓログラマーが自分でに立 もͭのを選Ϳこと
ができます。

খֶߍでϓログラϛングのतۀが導入されたこと

がになるなど、ϓログラϛングは特घな技能

ではなく、一ൠにく使用される技術とมわり

ͭͭ り͋ます。同࣌に、ϓログラムは我々の生׆

の͋ちこちに くਂ༹ けࠐんでおり、̓ શな動

作をอূすることはॏ要です。これからは

҆શなϓログラムをॳ心ऀのϓログラマー

でもॻけるようにすることは必要ෆ可ܽと

えます。我々はϓログラムの҆શੑをอݴ

ূする一ͭの手法で͋る「ܕ」にண目しまし

た。ただ、ܕによって҆શでないϓログラムは

としてഉ除されるため、ϓログ「Τラーܕ」

ラムの҆શੑがอূされる一ํで、ਖ਼しい

ϓログラムをॻくことはしくなります。その

ような合にも、ܕΤラーを༰қにमਖ਼できるσ

バοグ手法がఏڙされていれば、ॳ心ऀでも؆

୯に҆શなϓログラムをॻくことができるようにな

ります。

もはやϓログラϛングはઐՈだけのྖҬでは り͋ません。
一ൠతに൚用させることが必要になりͭ ͭ り͋ます。
そのためにϓログラムの҆શを֬อしͭͭ、
༰қな作成が可能になる「ܕΤラー」のमਖ਼をߟえました。

৴པੑの いϓϩάϥϜをߴ
༰қʹ ड़ه る͢たΊの
Τϥʔσόοάख๏ܕ

ΞʔΩςΫνϟՊ学研究系 ॿ教　ରഅ ͔ͳ͑　 Email：k_tsushima@nii.ac.jp

ΞʔΩςΫνϟՊ学研究系
ॿ教

ରഅ ͔ͳ͑

˞コンύΠラ：ਓ͕ؒ理ղ͠ ͍͢ޠݴࣜͰهड़ Εͨ͞プログラムΛ、ػցޠ（ Δ͍͋、ݩͷ
プログラムΑΓ Ϩ͍ϕϧͷコーυ）ʹ ม͢Δプログラムͷ ͱ͜ɻ

ຊڀݚͷアイσア

෦
ϓϩάϥϜ

Τϥʔܕ
ϓϩάϥϜ

Τϥʔܕ
ϓϩάϥϜ

Τϥʔܕ小࠷
εϥΠε

ಠཱͨ݁͠Ռ͕
ಘΒΕΔ

͕ͭ͘ܕ

Τϥʔܕ
ϓϩάϥϜ

ղ

͕ͭܕ  ͘� ϝοηʔδͷީิ

ͳ͍ίʔυͨ࣋Λ੍ܕ

͕ܕ ͔ͭͳ͍

Ұ෦

ஔ

ஔ ஔ Γฦ͠܁
ஔ

ثਪܕ

ஔ

ίϯύΠϥͷܕਪث

ΤϥʔσόοΨܕ⁞

ෳͷܕΤϥʔ
ɹϝοηʔδͷ࡞

ΤϥʔεϥΠεܕ 
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研究者の
発明

研究分野 ▶ίンϐϡーλーάϥフΟοクε　▶ྲྀମྗֶ　▶理γϛϡレーγϣン

図2 2ྲྀମ

図1 アμプςΟブࢉܭ๏

♦֘ͳ͠

現可能にするアルゴリズムの։࠶覚తにඒしい現をࢹ　
ൃを目ඪとしたこの研究テーマでは、ࢹ覚తに特తなӔ、
ਫしͿきといった要ૉをࢉܭする「アダϓテΟブࢉܭ法」（図
１）に取り組んでいます。アダϓテΟブࢉܭ法では、େن
なྲྀ体がࢉܭ可能になり、同࣌にࢹ覚తにॏ要でないܭ
がগなくなるため、શ体のコストを抑えられるརがࢉ り͋
ます。
　新たな数ֶతモσルにண目した研究では、ྲྀ体の数ֶ
తなを͋るΤωルΪー関数の最খに置きえ、ྲྀ
体現を数ֶతにඒしく数ࢉܭできるアルゴリズムの։
ൃに取り組んでいます。例えば、ྲྀれ関数を用いた数ࣜ
モσルでは、これまでࠔだった２ྲྀ体（図２）の数ܭ
法を։ࢉ しൃました。

は、コンピϡーターグラフΟοクス（$(）のためのࢲ

ඒしいө૾を実現する数ྲྀ体力ֶの新

しいࢉܭ手法の։ൃに取り組んでいます。

こだわるのはࢹ覚తなඒしさと数ֶతなඒ

しさのೋ໘ੑ。લऀはਫしͿきやӔの動き

をޮ くྑとらえられるアルゴリズムの։ൃ、

後ऀは自વ現の特をシンϓルな数ࣜで

ड़できる新しい数ֶモσルの構築をテーه

マとしています。この成Ռはओにө画の特

分で応用され、アニϝーシϣンのリアルࡱ

な動きをり出しています。

研
究
背
景
・
目
的

٬の目を楽しませるコンピϡーターグラフΟοクスを؍
り出すのはクリΤイターのੑײだけでは り͋ません。
最先端の数ࢉܭをۦ使した៛ີなࢉܭがෆ可ܽです。
特にྲྀ体現のリアルなࢹ覚ޮՌをٻしています。

ඒ͠ い$(のಈきを
Ͱߏங る͢
৽͠ いࢉܭख๏を։ൃ

ίンςンπՊ学研究系
ॿ教

ίンςンπՊ学研究系 ॿ教　҆౦ ྒྷҰ　 Email：rand@nii.ac.jp

҆౦ ྒྷҰ

産業応用の可能性
քで応用されています。また։ൃۀの研究は、ө૾ࢲ　
されたアルゴリズムは、ビδϡアルシϛϡレーシϣンで り͋なが
ら、高いࢉܭਫ਼を実現し、その研究༰は数ྲྀ体力
ֶのۀ࢈քで応用できます。
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༰ڀݚ

同ར༻　▶σーλαイΤンεڞ▶　σーληοτ༺ڀݚ▶

産業応用の可能性

研
究
背
景
・
目
的

♦֘ͳ͠

　自ࣾでอ༗しているσータをఏڙいただき、ֶ術քで
く研究にར用してもらうことで、自ࣾではؾづかなかった
σータの׆用や新たな技術։ൃにՃえ、ࣾ会ݙߩや人ࡐ

	「ΦーϓンαイΤンス」というੈ քత動のԼ、研究σータ
にͭいてもΦーϓン化の動きがਐんでいますが、؍ଌ݁Ռ
のσータとはҟなり、ຽ間ۀاの実αービスで生み出さ
れたσータは、ݖར関の੍が り͋くΦーϓンには
なっていません。
　そこで*D3では、σータอ༗ऀٴͼ研究ऀそれͧれに
ରする૭ޱとなって、ܖ手ଓきやར用ऀ理などをҾき
डけ、ֶ術研究目తにݶりσータを配。ํがコストを
抑えͭͭ҆心してσータをར用できる環境をఏڙしていま
す。
　��1�のઃ置から実をੵみ上げることで、ঃ々にσー
タఏऀڙは૿えており、現在では「Yahoo�σータセοト」
「楽ఱσータセοト」をはじめ、�ࣾのσータを取りѻってい
ます。σータのར用ऀもԆべ���研究ࣨと々૿Ճして
おり、ఏڙしたσータを用いた研究成Ռもྔతにްみを૿
すとともに、ଟ༷化もਐんでいます。

近、ใֶ分では、ウェブ上に͋るテΩスト

や、音声、画૾、ө૾、センαーσータなど、実ࣾ

会で生成されたେنなσータが研究に必ਢ

のࢿ源となっています。個々の研究ऀやେ

ֶでこれらのσータを取ಘすることはし

く、また研究のಁ໌ੑや࠶現ੑの֬อも

となります。そこで我々は、個々では備

できない研究ࢿ源や研究環境を、େֶの

研究ऀに「ڞ同ར用」としてఏڙするେֶ

づき、「ใֶ研ج同ར用機関の使໋にڞ

究σータリϙδトリ（*D3）」をհして、これら

のσータを࣋っているֶ࢈քと、σータを使

いたいେֶの研究ऀとのڮしをするとڞに、

σータఏऀڙをרきࠐんだ研究コϛϡニテΟーの

。化にめていますੑ׆

ωοトにはϢーβーのさまざまなใが͋;れています。
研究ऀにとってσータのๅݿで͋るこの຺߭から、
҆શੑと֬実ੑをซせͭ࣋ソースを֬อし、
。ಇするΦーϓンαイΤンスを推ਐしますڠとେֶがۀا

Ϗοάσʔλをڀ͠ݚ
ͱֶۀ࢈ をͭ ͳ͙
ϓϥοτϑΥʔϜをͭ る͘

σʔληοτڞಉར༻
研究։ൃηンλʔ�ಛ研究һ

σʔληοτڞಉར༻研究։ൃηンλʔ ಛ研究һ　େਢլ ஐࢠ　 Email：osuga@nii.ac.jp

େਢլ ஐࢠ

ө૾
ίʔύε

Ի
ίʔύε

େن
σʔληοτ

ςετ
ίϨΫγϣϯ

डೖɾอଘɾ/5$*3
ධՁ84ܕӡӦ

ஙɾऔΓ·ͱΊߏ

/** ऀڀݚ

*%3 ܗ

43$
Ճɾܗ

研
究
者

研究Ռ

*%3

ίϛϡχςΟʔ׆ಈࢧԉ
ʢ՝ͷڞ༗ɾධՁϫʔΫシϣοプͷاըͳͲʣ

ϊϋͷఏڙɾ
ΞυόΠε

ར༻ऀ
૭ޱɾࢧԉ

ຽؒۀا
ؔػڀݚ

ʜ

େֶ
ϓϩδΣΫτ

ʜ

*%3Λհ͠ քͱେֶͷֶ࢈ͨ
ίϛϡχςΟーͷイϝーδڀݚ

֬อもͭながることが期できます。σータఏऀڙとར
用ऀとが一ಊに会する*D3Ϣーβフォーラムでのイϕントا
画や、ධՁܕϫークシϣοϓ/5$*3のタスクఏҊɾӡӦな
ど、研究コϛϡニテΟーの中に自らࢀ画することもできます。
*D3ではࠓ後ߋに、より౿みࠐんだσータを使ったີなڞ
同研究のためのマονングのをఏڙするなど、ֶ࢈࿈携
にࠜざしたڞ同ར用のਂ化に取り組んでいきます。
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研究者の
発明

研究分野

産業応用の可能性

▶⾳源分離　▶マイクロフォンアレー　▶⾮同期分散⾳響信号処理

研
究
背
景
・
目
的

♦特開2013-068938：信号処理装置、信号処理方法及びコンピュータプログラム
♦特許第6005443号 (共願)：信号処理装置、方法及びプログラム
♦特開2014-174393（共願）：音声信号処理装置及び方法

●	音声認識、自動議事録作成システム、分離集音レコー
ダー

●	動画から雑音を除去したり特定の音を強調したりする編
集ソフトウェア

●	分散配置マイクロフォンによる環境音モニタリング、危険
音検出システム

実環境にはさまざまな音が存在し、通常それら

は混ざり合って聞こえてきます。例えば、携帯の

音声認識機能を使おうと思っても、テレビの

音が一緒に入力されてしまうかもしれませ

ん。演奏会でピアノ演奏を録音しようと思っ

ても、隣の人のくしゃみが一緒に録音されて

しまうかもしれません。こうした混ざった音の

中から必要なものだけを取り出す音のセン

シング機能を実現します。音声認識をはじめ

とするさまざまなシステムに応用することを

目指し、マイクロフォンアレーという複数のマ

イクロフォンを使うシステムを中心に、さまざまな音

響信号処理の研究を行っています。

レコーダーには必要な音も雑音も一緒に録音されてしまいます。
しかし、人の耳には音を選別する機能が備わっています。
機械をそんな人間の優れた聴覚機能に近づけるべく、
最先端の信号処理による新しい音のシステムを構築します。

混ざった⾳から聞きたい
⾳だけを聞き分ける
機械の⽿の実現

情報学プリンシプル研究系
准教授

情報学プリンシプル研究系 准教授　小野 順貴　 Email：onono@nii.ac.jp

小野 順貴

図1 iPhone用ブラインド音源分離アプリ

図2 非同期分散マイクロフォンアレーによる会議録音

　我々は、音源位置が分からない（ブラインドな）状況で
も、録音した信号のみから個々の音源信号を分離する
ブラインド信号処理という技術に取り組んでいます。特
に、「補助関数法」という最適化手法により高速アルゴリズ
ムを導出し、既にiPhoneのようなモバイル端末上でも動
作するシステム（図１、https://www.youtube.com/
watch?v=lLMbflDMMeE&t=11s）や、リアルタイム動
作するシステムを実現しています。
　また、従来技術では使用できなかった、別々の機器
で録音された「非同期な」録音信号を、信号処理技術
により「後で」同期させ、音源位置の推定や音源強調
を可能にする、非同期分散マイクロフォンアレーという
新しい枠組みを立ち上げています。スマートフォンやモ
バイル端末を非同期分散マイクロフォンとして用いる新し
い音響処理システムの具体例として、会議議事録自動
生 成 システム（ 図２、https://www.youtube.com/
watch?v=3cJHFkY1pWw&t=3s）にも取り組んでいます。
他にも、雑音抑圧、音源の位置推定、音楽信号処理など
の研究も行っています。

232017

+Body_section_nyu0315.indd   23 17/03/23   16:01



情
報
ج
ૅ
科
学

情
報
ج
ૅ
科
学

情
報
ج
ૅ
科
学

情
報
ج
ૅ
科
学

情
報
ج
ૅ
科
学

情
報
ج
ૅ
科
学

情
報
ج
ૅ
科
学

情
報
ج
ૅ
科
学

情
報
ج
ૅ
科
学

情
報
ج
ૅ
科
学

情
報
ج
ૅ
科
学

情
報
ج
ૅ
科
学

情
報
ج
ૅ
科
学

情
報
ج
ૅ
科
学

01
ج
ૅ
ཧ

の
ਂ
Έ
を
ղ
͖
໌
͔
す

ج
ૅ
ཧ

の
ਂ
Έ
を
ղ
͖
໌
͔
す

ج
ૅ
ཧ

の
ਂ
Έ
を
ղ
͖
໌
͔
す

情
報
メ
ディ
ア
科
学

04
メ
ディ
ア
の
振
る
舞
い
を
探
求
す
る



γ
ε
ς
Ϝ
科
学



γ
ε
ς
Ϝ
科
学



γ
ε
ς
Ϝ
科
学



γ
ε
ς
Ϝ
科
学

05


γ
ε
ς
Ϝ
の
࣮
ݱ
を
目
ࢦ
͠
ͯ

情
報

ڥ
科
学

情
報

ڥ
科
学

情
報

ڥ
科
学

情
報

ڥ
科
学

06

ใ
ࣾ
ձ
を
ଟ
֯
的
ʹ
ଊ
͑
る

ι
ϑ
τ

ỻ
ア
科
学

ι
ϑ
τ

ỻ
ア
科
学

ι
ϑ
τ

ỻ
ア
科
学

ι
ϑ
τ

ỻ
ア
科
学

03
ଟ
༷
Խ
す
る

ࣝ


ܕ
ࣾ
ձ
を
ࢧ
͑
る

情
報
ج
൫
科
学

情
報
ج
൫
科
学

情
報
ج
൫
科
学

情
報
ج
൫
科
学

02
ཧ
・࣮
ફ
͔
Β

ใ
γ
ε
ς
Ϝ
を

Γ
ग़
す

研究者の
発明

研究分野

Contact Information 

༰ڀݚ

▶⾳߹　▶⾳ใ処理　▶⾳インλーフΣーε

♦֘ͳ͠

音声認識ɾ音声合成の音声ใ処理技術を

֩とする、音声インターフェースがくී め࢝しٴ

ています。例えば、音声ରシステム（Ϣーβー

の音声を認識して、音声合成によりใを

ఏࣔ）や音声༁システム（Ϣーβーの音

声を認識し、༁݁Ռを音声合成により出

力）がදతなものとしてڍげられます。そ

の他にも、音声合成技術はスクリーンリー

ダー、φレーシϣン合成、Վ声合成、いΖいΖ

な人の声や自分の声の合成といった、ଟく

の用్でར用されています。ຊ研究では、こ

のようにさまざまな໘で使われ࢝めている

音声合成技術のਫ਼を高めることが目తです。

特に近では、ਂ ֶशを用いた音声合成技術

に力して研究をਐめています。

研
究
背
景
・
目
的

"*と人間のコϛϡニέーシϣンにܽかせない
音声インターフェースを上させるためのใ処理技術。
ਂֶशをۦ使した適なந出とղੳを行うことで
音声合成のਫ਼をߋに高める研究をਐめています。

ਂֶशを༻いた
⾳߹ٕज़をੈ࣍
ਐԽɾਂ Խ͞ るͤ

ίンςンπՊ学研究系
ಛॿ教

ίンςンπՊ学研究系 ಛॿ教　ߴ ৴ೋ　 Email：takaki@nii.ac.jp

 ৴ೋߴ

খ͞ͳәʹɺؾͷΑ͏ͳͷ͕Έͳ͗Δ

ԻͷԻڹతಛྔநग़

ॲཧޠݴ

ցֶशػ

৴߸ॲཧ

తಛྔͷରԠ͚ڹత情報ͱԻޠݴ

จষͷޠݴత情報நग़

ʦԻ߹Λ͍͍ͨߦҙͷςΩετʧ

ҙͷςΩετ͔Β
߹͞ΕͨԻ

産業応用の可能性
　コンピϡーターを用いてテΩストを音声にมするテΩスト
音声合成の実現には、音声の分ੳやテΩストのղੳ、これ
らの処理からಘられた音声の特とޠݴใのର応けが
必要となります（図1）。
たちは、音声合成において音声の特ྔந出にਂࢲ　
ֶशを導入しました（図�）。この手法で、テΩスト音声合成
により適した特ྔを自動తにந出することが可能となりまし
た。ਂ ֶशを用いることで、これまでとは一ઢを画す高ੑ
能な音声合成が実現しͭͭ り͋ます。

●	音声ରシステム、Χーφビήーシϣン、ロϘοトでར
用される音声インターフェースの֩となる音声合成技術
の高ਫ਼化

●	φレーシϣン合成、Վ声合成、Ωϟラクター声合成のੑ
能上によるΤンターテインϝントੑ の上

●	音声༁システム、ਧきସえシステム、スクリーンリーダー
での、自分の声やきな声の高࣭音声合成のར用

4QFDUSBM BNQMJUVEF

2049 dims.

2 hidden layers
(2049 & 500 units)

2 hidden layers
(500 & 2049 units)

60 units
hidden layer

2049 dims.

4QFDUSBM BNQMJUVEF

図2 音ͷಛྔநग़にਂֶशΛಋೖ

図1 ςΩετ音߹ͷ࣮ݱにඞཁͳ͜ ͱ

24 2017

+Body_section_nyu0315.indd   24 17/03/23   15:58





γ
ε
ς
Ϝ
科
学



γ
ε
ς
Ϝ
科
学



γ
ε
ς
Ϝ
科
学



γ
ε
ς
Ϝ
科
学

05


γ
ε
ς
Ϝ
の
࣮
ݱ
を
目
ࢦ
͠
ͯ

情
報

ڥ
科
学

情
報

ڥ
科
学

情
報

ڥ
科
学

情
報

ڥ
科
学

06

ใ
ࣾ
ձ
を
ଟ
֯
的
ʹ
ଊ
͑
る

情
報
ج
൫
科
学

情
報
ج
൫
科
学

情
報
ج
൫
科
学

情
報
ج
൫
科
学

02
ཧ
・࣮
ફ
͔
Β

ใ
γ
ε
ς
Ϝ
を

Γ
ग़
す

情
報
ج
ૅ
科
学

情
報
ج
ૅ
科
学

情
報
ج
ૅ
科
学

情
報
ج
ૅ
科
学

情
報
ج
ૅ
科
学

情
報
ج
ૅ
科
学

情
報
ج
ૅ
科
学

情
報
ج
ૅ
科
学

情
報
ج
ૅ
科
学

情
報
ج
ૅ
科
学

情
報
ج
ૅ
科
学

情
報
ج
ૅ
科
学

情
報
ج
ૅ
科
学

情
報
ج
ૅ
科
学

01
ج
ૅ
ཧ

の
ਂ
Έ
を
ղ
͖
໌
͔
す

ج
ૅ
ཧ

の
ਂ
Έ
を
ղ
͖
໌
͔
す

ι
ϑ
τ

ỻ
ア
科
学

ι
ϑ
τ

ỻ
ア
科
学

ι
ϑ
τ

ỻ
ア
科
学

ι
ϑ
τ

ỻ
ア
科
学

03
ଟ
༷
Խ
す
る

ࣝ


ܕ
ࣾ
ձ
を
ࢧ
͑
る

情
報
メ
ディ
ア
科
学

04
メ
ディ
ア
の
振
る
舞
い
を
探
求
す
る

༰ڀݚ

研究分野

研究者の
発明

Contact Information ίンςンπՊ学研究系 ಛॿ教　ߴ ৴ೋ　 Email：takaki@nii.ac.jp

Off-line Processing

Event

Event
Wiki
Page

Event
Data-set

Capture
Device
Details

Event
Details

Event
Timestamp

Photos/
Videos

Event
Feature
Vectors

Ni
Ne
Te
Se
Ke

D

Ti
Si
Ki
Di

YFCC100M
Data-set

On-line Processing User Interface

ιʔγϟϧϓϥοτϑΥʔϜ

ࡧݕɿΠϕϯτྫͨ͠ݱ࣮

ύʔιφϥΠζ͞Εͨ
ਪન

ϚϧνϝσΟΞ
σʔλϚΠχϯάͱղੳ

ϢʔβʔϓϨϑΝϨϯε
ͷਪଌ

I
m
a
g
e

C
M
P

ΫϩεϝσΟΞࡧݕ

Ϣʔβʔ͕ͨͬ࡞
σʔλίϯςϯπ

ʢը૾ɺө૾ɺςΩετɺԻָʣ

ੵ͞Εͨ
ϚϧνϝσΟΞίϯςϯπ

ʢը૾ɺө૾ɺςΩετɺԻָʣ

Repres
entative

Set

ਓʑͷৗੜ׆にత֬ͳαϙーτΛఏڙ る͢
インςリδΣンτγεςϜʢイϝーδ図ʣ

▶マϧνϝσΟアσーλマイχンά　▶マϧνϞーμϧղੳ　▶ਂֶश

♦֘ͳ͠

技術ਐาによって、Ϣーβーはいͭでもどこでもࣸ

ਅやビσΦでࡱӨしてウェブ上にڞ༗したり、ウェ

ブ上のࣸਅɾՎۂなどにରしてコϝントしたりするこ

とができるようになり、େྔのσータがソーシϟ

ルϓラοトフォーム上にੵされͭͭ り͋ます。

ϢーβーのマルνϝσΟアσータの作成ɾӾཡ

ཤྺなどをղੳすることにより、Ϣーβーのᅂ

。や推નができますࡧに適したコンテンπ検

また、ϢーβーのࢀՃܕセンシングにより、ࣾ

会動などをߟすることができます。ࢲたち

は個人レϕルからࣾ会レϕルまでの、σータマ

イニング（σータ同࢜の૬関関、ύターンを

୳ること）と識のൃݟを中心に、のճりの໘നい

ものをղੳ、理ղし、モσルを くͭる研究ɾ։ൃをਐ

めています。

研
究
背
景
・
目
的

Ϣーβーのσバイスからωοトにアοϓされる
さまざまな動画やࣸਅ、音楽、コϝントなどのσータ。
これらのେなใをղੳすることにより、
個人のᅂやࣾ会のトレンドを୳るαϙートを行います。

Σϒ্ のը ɾ૾ө ɾ૾
⾳ָのϚϧνϝσΟΞ
σʔλからのࣝൃݟ

ίンςンπՊ学研究系
ॿ教

ίンςンπՊ学研究系 ॿ教　Ϣ Π　 Email：yiyu@nii.ac.jp

Ϣ Π

産業応用の
可能性●	ύーソφライズド音楽ストリーϛングαービス

●	Ϣーβーのニーズやᅂに合わせたΦンラインࠂ
●	Ϣーβーのֶशύターンに合わせたڭՊॻ作成

たちの研究ରは、ҟなったछྨのσータ、例えばマࢲ　
ルνϝσΟアコンテンπ（画 ɾ૾ө ɾ૾音楽）、Ϣーβーのコン
テンπ作成ɾӾཡɾ聴取ཤྺ、コンテンπにରするコϝントな
どଟذにわたります。人々の常生׆をత֬にαϙートする
ために、検ࡧやおすすめのใをఏڙするアルゴリズムとイ
ンテリδェントシステムを くͭり出すのが目తです。

ιーγϟϧΠϕϯτ検ࡧ

ᶃ	Ϣーβー生成のマルνϝσΟアσータからϢーβーのϓ
レフΝレンスのղੳ

ᶄ	ソーシϟルマルνϝσΟアコンテンπのղੳとσΟーϓラー
ニング

ύーιφϥΠζドԻָਪન

ᶃ	؆ܿな音楽特ྔのந出
ᶄ	ҟなったଐੑの音楽σータのղੳ
ᶅ	音楽コンテンπϕースのਂֶश
Σϒ্の学習ࢿྉਪન

ᶃ	動画༰をత֬にද現するためのレクνϟー動画ղੳ
ᶄ個別指導のためのϢーβーのֶशύターンղੳ

Yu 　　  Yi
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研究分野

Contact Information 

♦֘ͳ͠

▶65.ɿແਓ੍ػۭߤγεςϜ　▶σΟーϓϥーχンά

産業応用の可能性

研
究
背
景
・
目
的

　ຊ研究が目指すものは、よりศརなࣾ会の実現です。ऩ集σータのղੳにより、࣍にىこること、必要とされることがਖ਼
֬に༧ଌされ、ਖ਼しいใのఏڙやର応がなされるようになります。例えば、����౦ژΦリンピοクなどのେきなイϕント
では、来する֎ࠃ人٬ޫ؍の༠導や、ަ通状況に応じたौࡦࢭ、テロରࡦに適用されることがߟえられます。よ
り̓ શでॅみよい環境づくりに༗ӹな研究です。

ݴともֵ໋ۀ࢈のلのドローン。�1ੈࠓࡢ

われるこのখܕແ人ۭߤ機は、さまざまな

分でのイノϕーシϣンが期されていま

す。そしてその実現には、新しい法の

備や技術։ൃがܽかせません。̓ શでཔ

りになる新しいࣾ会インフラとして、ドローン

の位を֬立するために、アルゴリズムの研

究։ൃやਂֶशによるใ処理など、

ใֶ分の研究がࠓ後ߋに存在ײを૿し

ていきます。

ແ人ඈ行機ドローンは、機械という枠をえて
ࣾ会のインフラとしてのେきな可能ੑをൿめています。
よりଟくのδϟンルで׆༂させるために、
ใֶを׆用してੑと҆શੑを上させます。

ܞͱ͕࿈͠ۀا
υϩʔϯを༗ޮ׆༻͢ る
ίΞςΫϊϩδʔ։ൃ

ίンςンπՊ学研究系
教授

ίンςンπՊ学研究系 教授　13&/%*/(&3 )FMNVU Email：helmut@nii.ac.jp

13&/%*/(&3
)FMNVU

িಥ
Մ能ੑの
ղফ t3

ίンτϩʔルεςʔシϣン̍

ඇׯবൣғ
t1

t1

t0t0

t2

t2

t3

t3

t4

(a)

(b)

(b) Optimal Reciprocal Collision
Avoidance

ORCA:

(a)

t4

ίンτϩʔルεςʔシϣン �

65.
	03$"


1

2

2

3

4

4

t
tt

1
t3

t
4

t

Ґஔ /ਐ࿏Ξッϓσート

িಥΞϥート
スーύーバΠザϦーίントローϧ

UTM ίントローϧ

のਐ࿏ࡏݱ

ਐ࿏のճ෮ݩ
のਐ࿏࣍

t

িಥ
Մ能ੑΛ
ݕ t0

'$/ 3FT/FU���

Input

Input video
frame by frame

extract upscale
with skip connections

RGB Image

Output

SegmentationConvolution layer Pooling layer
Deconvolution layer Softmax layer

Skip connection

・ドローン用航空管制システム 
　複数のドローンが同࣌に同じۭҬをඈ行するࡍ、িಥ

の事ނをະવに͙ ためのアルゴリズムの研究։ൃを
行っています。શてのドローンのใ（位置、速、ߤ
࿏など）をॠ࣌にղੳし、֤機に最適なߤ࿏をৼり分け
ます。ࠓ後はこのシステムをどのレϕルで適用させていく
のか、関研究機関とのڞ同研究をਐめていきます。

・%FFQ�-FBSOJOHɿը像のࣝผɺߦಈೝࣝ

上にઃ置したΧϝラ、͋るいはドローンにࡌしたΧϝ
ラでࡱӨした画૾から上の ら͋Ώるものをॠ࣌かͭਖ਼
֬に識別するためのシステムを։ൃしています。これに
より、人々のニーズがѲされ、ࡂの༧ஹの検、͋
るいはൃࡂ生࣌のใऩ集や׆ࡧ動がඈ༂తに
ޮ化されます。

図1 ドローン用੍ۭߤγεςϜʢ65.ʣͷΈ 図2 %eeQ -eBSninHͷΈ

プレンディンガー

ヘルムト

26 2017
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▶ώϡーマンΤーδΣンτインλϥクγϣン　▶ਓ　▶ώϡーマンインλーフΣーε

♦֘ͳ͠

"*技術やバーνϟルΩϟラクターの׆༂のが

がりଓける中で、それらが「Ϣーβーの信པを֫ಘ

する」ことのॏ要ੑは し૿ています。

もちΖん「技術తに信པにる」ことがલఏで

すが、実ࡍの໘でϢーβーからの信པを

ಘるためには、σβインのもॏ要で͋ると

えます。例えば、自動ӡసंのとっさのߟ

அにϢーβーがށわないようにする、また

"*による݈߁ҡ࣋のためのアドバイスをϢー

βーがे分に׆用できるようにする、機械と

してのੑ能にՃえて、֎ݟやใのえํ、

に関する෦分にもযをてる必「た目ݟ」

要が り͋ます。この研究は、Ϣーβーに信པされる

ٖ人化ΤーδェントのσβインをఏҊすることを目త

にしています。

"*技術はただ機能తに優れているだけではなく、
より人間らしい存在ײがϢーβーの信པを֫ಘします。
ंの自動ӡసやΦンラインシϣοピングで
よりシンύシーを࣋たれる新しいインタラクシϣンをします。

Ϣʔβʔの৴པをಘる
ٖਓԽΤʔδΣϯτの
σβΠϯをఏҊ

ίンςンπՊ学研究系
ಛ研究һ

দҪ 

産業応用の可能性

　この研究では、人間のళһをしたバーνϟルΤーδェン
トをࡐに、信པੑを高くײじてもらうにはどのようにઃܭす
ればいいかをߟえました。
　ա去の先行研究から、我々が他人を信པするかどうかを
அする࣌にେきな要ૉとなっているのは、「自分のײ」と
「૬手の識ྔ」のೋͭで͋るとߟえました。我々は楽しい
に૬手をより信པしやすく、かͭ識ྔのଟい૬࣌分のؾ
手をより信པしやすいことが分かっています。また、楽しそう
なإをした人をݟると、自分も楽しくなるということも分かって
います。
　そこで、バーνϟルΤーδェントによるを推નする中

●	ӡసऀの信པを֫ಘする自動ӡసंٴͼΧーφビήー
シϣンシステム

●	Φンラインシϣοピングαイトにおける推નシステム
●	Ϣーβーの݈߁状ଶをνェοクし、݈߁アドバイスを行

うσバイスシステム

で、「楽しそうなද」と「にͭいてのৄࡉな識」を
ද出する実ݧを行いました。その݁Ռ、ॳの༧通りに、
Ϣーβーからの信པを֫ಘすることに成 しޭました。

όーνϟϧΤーδΣンτ ʮָ͕ͦ͠ ͳ͏දʯͱʮに͍ͭ ͷͯৄࡉͳࣝʯΛ
දग़ る͢͜ ͱͰɺϢーβー͔Βͷ৴པΛ֫ಘ る͢͜ ͱ͕Ͱ͖ͨ

ίンςンπՊ学研究系 ಛ研究һ　দҪ  Email：tmatsui@nii.ac.jp
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Contact Information 

༰ڀݚ

▶Ϗοάσーλ　▶σーλマイχンά　▶εマーταーϏε

ビοグσータを׆用してۀ࢈システムやαービス

をվળするઓがੈք中でんに行われていま

す。例えばେྔ生࢈かͭ٬ސ個別の要にもର

応できるマスΧスタマイθーシϣンは、コス

ト化と٬ސຬ上を同࣌にୡ成して、

生ऀ࢈と٬ސのํにϝリοトをもたらすと

目されています。これはۀ生࢈にݶら

ͣωοトのαービスでも同༷です。αービス

をར用する人のৼるい（ログ）をղੳする

ことで、ར用ऀの個別のニーズにର応する

スマート化をਐめることができます。ຊ研究

では、େなσータをリアルタイムに処理する

「ビοグログσータղੳ」と、αービスར用ऀのৼ

るい分ੳからಘるҙ֎なൃݟでαービス上

を目指す「σΟーϓログσータղੳ」のೋͭをテー

マにਾえています。

研
究
背
景
・
目
的

産業応用の可能性

♦֘ͳ͠

●	PSoEuct	LiGecycle	ManaHement（ライフαイ
クル理）の中֩となるϢーβー行動のσΟーϓղੳ

　ビοグログσータղੳの具体తな՝で͋る処理能力の
վળをਐめており、ඵ間1ສ݅Ҏ上のウェブαイトのアク
セスをリアルタイムに集ܭして、3Dのٿ画໘に可ࢹ化す
るシステムを։ൃしました。これは、く使われているΦー
ϓンソースのログシステムと可ࢹ化πールに、分散処理フ
レームϫークによるスέーラブルなղੳモδϡールを組み合
わせることで実現しています。σΟーϓログσータղੳには、
複数システムのログを౷合したり、ར用ऀや、ߋには
ࣾ会動にͭいてのใをࢀরしたりすることで、ҙ֎な

リーズφブルなコストとύーソφルなαービスを྆立させる
マスΧスタマイθーシϣンは、ωοトでも存在ײを し૿ています。
ຊ研究では人のᅂや行動をログとしてղੳし、
よりく、よりਂ 化させることで新しいध要を։します。

େنϩάσʔλの
σΟʔϓղੳ Αʹる
αʔϏεのεϚʔτԽ

ίンςンπՊ学研究系
准教授

ίンςンπՊ学研究系 准教授　ۚᖒ ًҰ　 Email：tkana@nii.ac.jp

ۚᖒ ًҰ

αーϏεൃలͷͨΊにେنロάσーλΛղੳͨ͠ ྫɻ
ֶज़ใφϏήーλ $i/ii "SUiDMeT ͷアクηεΛリアϧλイϜに分ੳɾදࣔ る͢$i/ii /oXʢԾশʣ

をಘる可能ੑがݟൃ り͋ます。実用ੑの高いղੳシステム
を目指して、ログのྻܥ࣌σータと、それҎ֎のใとの
組み合わせをޮతに処理するモσルのઃܭに取り組ん
でいます。
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研究者の
発明

༰ڀݚ

ίンςンπՊ学研究系 准教授　ۚᖒ ًҰ　 Email：tkana@nii.ac.jp

研究分野 ▶σーλマイχンά　▶Ϗοάσーλ　▶Σϒ

Data Base
File System

External resources

予約・予想サービス
宿泊、交通、気象予報

他

バックエンド フロントエンド

エンドユーザー

Resource
Manager
（開発中）

Business Logic Layer

API
Controller

API

機能簡易 IF
Node-RED系

extention
API機能の
flow&node
管理

Visual Layer
BI Dashboard

App over API
Web Service

over API

App over API
Web Service over API

API M
odules

Repository
FS/DB

Archiver
Module
（開発中）

DataBase

Meta Parsing
Module

Meta Parsing
Module

Job Dispatcher

Crawlers

IoX KExchange Module

Meta Parsing
Module

MapReduce extentions

Web
Crawler
Module

Crawler
Module

Crawler
Module

0
1,

00
0,

00
0

2,
50

0,
00

0

Nu
m

be
r

7 8 9 10 11 12 1

Month

2 3 4 5 6

JNTOWi-Fi JNTOWi-Fi

図2ɹ8i�'iアクηεϙインτӡ用σーλͷΈΛ
用͍ͨ๚٬ޫ؍ͷ̍ 期ઌ༧ଌ

図1 Ϗοάσーλͷऩूٴͼར׆用ͷܥ

♦֘ͳ͠

　๚٬ޫ؍数が間����ສ人をえたࠓ、よりޮ Ռతな
用できるようにし׆のために؆ศにビοグσータをࡦࢪޫ؍
ます。ウェブからऩ集ɾੵされるビοグσータを用いた؍
ޫࡦのࢧԉとして、Ҭの॓ധࢪઃのՔಇ状況や؍
ޫ動ઢの可ࢹ化など、研究։ൃしたものをモδϡールとし
てࡦ立Ҋऀにఏڙできるよう、ビοグσータのརศੑ上
に関する研究։ൃを行っています（図1）。
　またWi�Fiなどのシステムにੵされるσータを用い、ެ
త౷ܭで͋る๚٬ޫ؍数の༧ଌ技術の։ൃを行ってい

くଟ༷なαービスがウェרたちのらしを取りࢲ

ブやシステムと関࿈けられ、らしの༷ࢠが

ใとして手に取るように分かるようになりました。そ

うしたใを用いて、͋ る॓ധࢪઃのۭࣨ

状況やバス࿏ઢのՔಇ状況など、特定の

個人に関するใとしてではなくࢿ源とし

て、人のྲྀれを؍することが可能になっ

ています。ࢲたちはこのような現実のੈքに

ରするใۭ間を୳ࡧɾ構化することで、

これまで؍ଌがしかった現実ੈքのৼる

いの༧ଌや՝をղܾするためのࠜڌ

ใとして、ビοグσータからಘられるใ

のར׆用、特にޫ؍ࡦの応用に関する研究

を行っています。

研
究
背
景
・
目
的

新たなるجۀ࢈൫として目を集めるインバウンドध要。
ޮՌతなޫ؍ࡦにビοグσータの׆用はܽかせません。
どんなޫ؍ルートがまれるのか、ϗテルの༧状況はʜʜ。
々 動くビοグσータղੳのਫ਼上をٻしています。

Ϗοάσʔλからݟる
ࣾձの૬ؔʹ ؔ る͢
ڀݚ

情報ࣾձ૬ؔ研究系
ಛ研究һ

情報ࣾձ૬ؔ研究系 ಛ研究һ　小ग़ জ　 Email：n_koide@nii.ac.jp

小ग़ জ

産業応用の可能性
●	ウェブ༧σータのイールドマωδϝント、ެత౷ܭに

づくҙ思ܾ定を、ビοグσータと༧ଌ技術を用いてリج
アルタイムに行えるようにするための研究։ൃ

ます。 ࣍٬数にめるWi�FiϢーβーのׂ合をஞޫ؍
推定することで、これまで݄࣍で౷ܭσータをࢀরしてい
た๚٬ޫ؍数を、々ੵされるビοグσータをݩに
1��のࠩޡで推定します（図２）。
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༰ڀݚ
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େֶنɾେɺֶ ෦ੜൺɾɺത࢜ൺߴɾʢچఇେܥʣ
େֶنɾதɺ৬һൺߴɾʢํཱࠃେֶʣ
େֶنɾ小ɺֶ ෦ੜൺɾɺത࢜ൺߴɾ

ʢڭҭେɺେֶӃେֶʣ
ɾߴһ݉ڭ ɺֶ ෦ੜൺɾத

ʢཱݝେ ʢֶޢɺڭҭɺ小نʣʣ

45ൺɾதɺ৬һൺɾʢྩࢦఆࢢɾத小ཱެࠃେֶʣ
45ൺɾɺ৬һൺߴɾʢҩՊେֶʣ

45ൺߴɾ ɺڭһ݉ɾ
ʢࣨའɺݟɺͩͯ͜ະདྷɺਆށ֎େɺౡཱݝʣ

ʢʣ45ൺɿڭһҰਓ͋ͨΓͷֶੜ

େ学ن 45ൺ

学෦ੜൺ

教һ݉

৬һൺ

ത࢜ൺ

େֶマωδϝンτ　▶σーλαイΤンε▶　ࡦҭڭߴ▶

産業応用の可能性

େֶクラελー͝ ͱͷਓһߏࢦඪͷฏۉ分

♦特許Խ Ε͍ͯ͞·ͤΜ͕、େֶͷجຊਓһߏ͔ΒΫラεターੳΛհͯ͠ 、େֶͷプロϑΝΠϦングΛ͏ߦख法Λ開ൃͯ͠ ͍· ɻ͢

　ຊ研究は、高ڭҭセクターをରとしているため、
、ۀ࢈に応用できるわけでは り͋ませんが、機関らしい
特をந出する技術は、ۀاのӦརஂ体にも応用でき
ます。さまざまなσータが入手でき、ଟ֯తなධՁが可能
になった現在では、一ൠతなۀا分ੳ指ඪによるධՁで
はなく、֘ۀاがͭ࣋特をͭݟけ出すことがҙຯを࣋
ͭようになります。同࣌に、શࠃ൛のେֶ*3システムを։
ൃするに͋たっては、ۀ࢈քとの࿈携もࢹに入れていま
す。

　େֶマωδϝントにࢿする「*3分ੳ枠組み」を։ൃするた
めにまͣ、ᶃ֤छσータセοトからந出すべき「*3分ੳの؍
」を໌֬にし、ᶄそれがどのようにද現されれば、େֶマ
ωδϝントで最も生かされやすいかを検౼し、ᶅ「େֶの特
ந出」のํ法を研究します。また、ᶆੈքతにਐ行してい
る新たなେֶධՁ手法にର応する「ੈ࣍େֶ*3」にͭ

いても研究をਐめます。この枠組みがಠળతなものとなら
ないように、ᶇେֶマωδϝントの現にいるશࠃの*3୲
ऀとڞに、ར用の可能ੑにͭいて検ূを行います。ฒ行
して、ᶈར用しやすさの検ূを行いながら、システムにおけ
る具現化をਐめ、これをެ։することにより、શࠃのେֶで
現在必要とされているڞ通త「*3分ੳ枠組み」のޮՌతな
。をૂいますٴී
　େֶのଟ༷なൃలを期し、ここでは、ランΩングのような
ॱ位けではなく、֤ େֶならではの特をҾき出すことを
ओ؟とする分ੳ手法を։ しൃます。

େֶを取りרく環境がݫしさを૿す中、ࠃのࡦ

により、େֶのҙ思ܾ定をσータ分ੳを通じて

3eseaSch）୲や	ԉする*3（*nstitutionalࢧ

*3ࣨをઃ置するେֶが૿ٸしています。一

ํ、ຊのେֶの理ӡӦにࢿする分ੳ

の؍や手法が֬立していないため、*3が

े分に機能していないことがとなって

います。

このようなࠃにおける*3のด࠹状況をଧ

ഁすべく、ຊのେֶがڞ通して用いるこ

とのできる*3の枠組みと分ੳ手法にͭいて

研究し、そのモσル։ൃを行います。ߋにこ

れを具現化するϓロトタイϓシステムを構築ɾެ ։

し、શࠃのେֶに*3の分ੳ手法がޮՌతにී

。することをૂいますٴ

研
究
背
景
・
目
的

େֶのマωδϝントをαϙートする*3。
取り入れるେֶはଟいものの、े 分には機能していません。
ຊならではの分ੳの؍と手法を֬立するために、
શࠃのେֶでར用できる*3の枠組みとීٴを目指します。

େֶのཧӡӦʹ ࢿ る͢
*3分ੳΈのڀݚ

情報ࣾձ૬ؔ研究系
准教授

情報ࣾձ૬ؔ研究系 准教授　ધक ඒึ　 Email：funamori@nii.ac.jp

ધक ඒึ
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Contact Information 

研究者の
発明

研究分野

༰ڀݚ

情報ࣾձ૬ؔ研究系 准教授　ધक ඒึ　 Email：funamori@nii.ac.jp

♦֘ͳ͠

高ڭҭ機関における*$5ར׆用は々૿

Ճし、LM4（LeaSninH	ManaHement	4ystem）も

立େֶにおいてもࢲ、立େֶにおいては�ׂࠃ

�ׂが導入にࢸっています。しかしながら、

Φンラインڭҭのຬもཤमྃも期

ҎԼのਫ४にとどまっているのが現状

です。LM4を通じてαーバにੵされる

ֶश行動ཤྺσータ「ֶशログ」を分ੳし、

ֶ生ɾڭһɾڭҭ機関ޮՌతなフΟードバο

クを行うことによって、Φンラインڭҭのվળ

を図るラーニングɾアφリテΟクス（ֶशログ分

ੳ）という研究分がԤถを中心にんにな

り、ੈ ք֤ࠃで目されるようになっています。ֶ

शログ分ੳを取り入れることによって、Φンライン

と࣭ٴҭのීڭ の上を目指します。

研
究
背
景
・
目
的

、く導入されているもののҭの現にใ通信技術は෯ڭ
期されている成Ռを上げているとはݴえません。
ֶशログを しੵ、分ੳすることで、
ֶ、えるଆڭ ͿଆํフΟードバοクを行います。

ֶशϩάの ͱੵ
分ੳʹ ΑΓ
ΦϯϥΠϯڭҭをվળ

情報ࣾձ૬ؔ研究系
ॿ教

情報ࣾձ૬ؔ研究系 ॿ教　ݹ խࢠ　 Email：furukawa@nii.ac.jp

ࢠ խݹ

産業応用の可能性

ੜը໘࠶

։࣌࢝ ɾؒऴྃؒ࣌

ը໘બɾ࠲ඪࢦఆ

ίϝϯτೖྗ

։࣌࢝ ɾؒऴྃؒ࣌։࣌࢝ ɾؒऴྃؒ࣌

ը໘બɾ࠲ඪࢦఆ

Developing a multi-angle video annotation package with layout editing functions:
Evaluation from Comparison of Comments
between Experienced and Inexperienced Video Observers
Masako Fukukawa, Yoshitomo Yaginuma, Tsuneo Yamada
World Conference on Educational Media and Technology(ED-Media)
20046݄

　ֶ生ɾڭһɾڭҭ機関、 ら͋Ώる立の人が関す
るֶशログ分ੳには、さまざまなར用Ձがߟえられます。
ֶशログ分ੳでは、ֶशऀの個別フΟードバοクやֶश
のຬ上、ドロοϓアウトのԼに関わるใをਵ
ҭվળシステムの実用化が期されڭ、Ѳすることで࣌
ます。また、ө૾ධՁπールにより、ө૾ࡐڭのより༗ޮ
なར用を実現します。

①学習ログの蓄積・分析・フィードバック手法の提案

	 Φンラインڭҭを行っているେ とֶڞ同で、ֶशログੵ
システムを構築しています。これにࡐڭӾཡཤྺやө૾
聴ཤྺ、テスト݁ࢹ Ռのֶशログを しੵ、集めたֶ
शログの分ੳ手法ٴͼޮՌతなフΟードバοクにͭいてఏ
Ҋします。

②映像教材の効果的な学習手法の検討

	 ֶशऀのଐੑによってө૾ࡐڭのࢹ聴行動ٴͼࢹɾ
にࠩҟが͋るかを໌らかにするために、ө૾ධՁ؍
πールを։ൃしました。ֶशऀに適したө૾ࡐڭのఏ
ࣔํ法にͭいて検౼を行っています。

शロά分ੳ　▶ө૾ධՁֶ▶　ֶҭڭ▶

図1ɹֶशロάͷ ɾੵ分ੳɾ
フΟードόοクख๏ͷఏҊ

図2ɹֶशऀにద͠ ͨө૾ݕࡐڭ౼ͷͨΊͷ
ө૾ධՁπーϧ

ֶश
ίϯςϯπ

ֶशϩάੳ

ֶशϩά

小ςετ
՝ظ
ӾཡཤྺͳͲ

ϑΟʔυόοΫ
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発明の名称 NII発明者 共同
出願 登録番号

画像情報検索表示装置、方法およ
び画像情報検索表示プログラム 梶山 朋子 特許第4441685号

量子鍵配送方法および通信装置 渡辺 曜大 特許第4231926号

時系列データ分析装置および時系
列データ分析プログラム 市瀬 龍太郎 特許第4734559号

情報共有システム、情報共有サーバ、
情報共有方法、及び情報共有プロ
グラム

本位田 真一 ● 特許第4799001号

超音波距離測定システムおよび超音
波距離測定方法 橋爪 宏達 特許第4041899号

シーケンシャル・コンテンツ配信装置、
シーケンシャル・コンテンツ受信装置
及びその方法

曽根原 登 特許第4734563号

コンテンツ提示装置、コンテンツ提
示方法及びコンテンツ提示プログラ
ム

曽根原 登 特許第4403276号

文章コンテンツ提示装置、文章コン
テンツ提示方法及び文章コンテンツ
提示プログラム

曽根原 登 ● 特許第4143628号

断片的自己相似過程を用いる通信ト
ラヒックの評価方法及び評価装置 計 宇生 特許第4081552号

焦点ぼけ構造を用いたイメージング装
置及びイメージング方法 児玉 和也 特許第4437228号

情報資源検索装置、情報資源検索
方法及び情報資源検索プログラム 神門 典子 特許第4324650号

アクティブコンテンツ流通システム及
びアクティブコンテンツ流通プログラ
ム

本位田 真一 特許第4392503号

渋滞予測情報生成装置、渋滞予測
情報生成方法、及び経路探索シス
テム

本位田 真一 ● 特許第4729411号

コンテンツ販売装置及びコンテンツ
販売方法 曽根原 登 特許第4304278号

文書インデキシング装置、文書検索
装置、文書分類装置、並びにその
方法及びプログラム

曽根原 登 ● 特許第4362492号

映像提供装置及び映像提供方法 相原 健郎 特許第4359685号

投影画像補正システム及び投影画
像補正プログラム 佐藤 いまり 特許第4982844号

デジタルコンテンツ登録配信装置、
システム及び方法 曽根原 登 特許第4956742号

ツリー型分流路及び合流路を備えた
データ駆動型処理装置用通信路装
置及びデータ駆動型処理装置用パ
ケット転送方式

米田 友洋 ● 特許第5115922号

三次元集積電気回路の配線構造及
びそのレイアウト方法 鯉渕 道紘 特許第5024530号

量子鍵配送方法、通信システムおよ
び通信装置 渡辺 曜大 特許第4862159号

時刻基準点情報伝送システムおよび
受信器 橋爪 宏達 特許第4621924号

量子リピータ 山本 喜久 ● 特許第5082039号

あいまい頻出集合の探索方法及び
探索装置 宇野 毅明 特許第5267847号

集配経路選択システム 佐藤 一郎 特許第4374457号

学習データ管理装置、学習データ管
理方法及び車両用空調装置ならび
に機器の制御装置

稲邑 哲也 ● 特許第5224280号

車両用空調装置及びその制御方法 稲邑 哲也 ● 特許第5177667号

経路切替方法、サーバ装置、境界
ノード装置、経路切替システム及び
経路切替プログラム

漆谷 重雄 ● 特許第5062845号

ダイレクトパス確立方法、サーバ装
置、発信者ネットワークノード装置、
ダイレクトパス確立ネットワーク、及び、
それらのプログラム

漆谷 重雄 ● 特許第4999112号

仮想立体画像表示装置及び仮想立
体画像表示方法 藤山 秋佐夫 ● 特許第5263960号

発明の名称 NII発明者 共同
出願 登録番号

パス管理制御方法、パス管理制御
プログラム、パス管理制御装置およ
びパス管理制御システム

漆谷 重雄 ● 特許第4806466号

有限オートマトンのメモリ内データ構
造、この構造のデータが格納された
メモリ、このメモリを用いた有限オート
マトン実行装置

米田 友洋 ● 特許第5063780号

排出量取引システム及び排出量取
引方法 佐藤 一郎 特許第5207195号

量子リピーター、及び、拡張されたエ
ンタングルメントを生成するためのシス
テム及び方法

根本 香絵 ● 特許第5296924号

距離測定方法、距離測定用受信局
装置及び位置測定システム 橋爪 宏達 特許第5305324号

イジングモデルの量子計算装置及び
イジングモデルの量子計算方法 山本 喜久 特許第5354233号

映像表示装置 越前 功 特許第5373662号

エンタングルメントを成功裏に生成す
る速度を高めるための方法及び装
置、並びに、該方法及び装置を使
用する量子リピーター

根本 香絵 ● 特許第5414006号

量子リピーター、及び、拡張されたエ
ンタングルメントを生成するためのシス
テム及び方法

根本 香絵 ● 特許第5414007号

音声言語評価装置、方法、及びプ
ログラム 板橋 秀一 ● 特許第5544575号

LSI演算装置及びその故障検出方
法 米田 友洋 特許第5582472号

計測装置、計測システム、および計
測方法 橋爪 宏達 特許第5593062号

情報検索表示装置、方法および情
報検索表示プログラム 曽根原 登 特許第5599068号

情報検索表示装置、方法および情
報検索表示プログラム 曽根原 登 特許第5608950号

情報検索表示装置、方法および情
報検索表示プログラム 曽根原 登 特許第5608951号

情報提供装置、方法、およびプログ
ラム 曽根原 登 ● 特許第5614655号

制御サーバ、制御方法及び制御プ
ログラム 青木 道宏 ● 特許第5682932号

ドップラーレーダーシステム、ドップラー
レーダー送信装置及び送信波最適
化方法

橋爪 宏達 特許第5704695号

画像照合装置、画像照合方法及び
コンピュータプログラム 佐藤 真一 特許第5713398号

速度・距離検出システム、速度・距
離検出装置、および速度・距離検
出方法

橋爪 宏達 特許第5739822号

情報処理装置、日程決定方法及び
コンピュータプログラム 河原林 健一 特許第5733722号

検索木描画装置、検索木描画方法
およびプログラム 計 宇生 ● 特許第5754676号

符号化装置、この方法、プログラム
及び記録媒体 小野 順貴 ● 特許第5789816号

語順並べ替え装置、翻訳装置、翻
訳モデル学習装置、方法、及びプ
ログラム

宮尾 祐介 ● 特許第5800206号

音響信号解析装置、方法、及びプ
ログラム 小野 順貴 ● 特許第5807914号

データ配送システム及びデータ配送
装置及び方法 福田 健介 ● 特許第5818262号

データの分散管理システム及び装置
及び方法及びプログラム 福田 健介 ● 特許第5818263号

音響信号解析装置、方法、及びプ
ログラム 小野 順貴 ● 特許第5911101号

特 許 一 覧
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国立情報学研究所（NII）は情報学分野の研究と情報基盤事業に取り組み、
社会が抱える課題を解決する実践的な研究開発の推進を目指しております。
そのためには産官学の連携が不可欠であり、一層の連携強化を推進するため、
企業や自治体の皆様のご要望に沿えるよう産官学連携活動を推進してまいります。

研究者によるコンサルティング（学術指導）、受託研究・共同研究などのご相談について、
ご希望の研究者や、課題目標などをお伺いしコーディネートします。

詳しくは以下までお問い合わせください。

ご相談・お問い合わせ

�ઓུࣨڀݚॴɹڀݚ報ֶཱࠃ .BJM�nii-ura@nii.ac.jp
/**͕ఏҊ͢Δֶ࢈࿈׆ܞಈ� )1�http://www.nii.ac.jp/research/iga/

NI Iが提案する
産官学連携

NI Iの産官学連携活動

産官学連携交流会

スキル獲得・人材育成先端技術・シーズ発見 ソリューション探索

企業・自治体等のご期待

NII湘南会議

産官学連携塾

トップエスイー

NII公募型共同研究

包括連携共同研究

共同研究・受託研究

学術指導
コンサルティング・アドバイス

新成果の協働創出

世界最先端研究情報の共有

先進成果情報の提供

トップレベルIT人材育成
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